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メカ ニッ クシ ー ト 

本 一 PRODUCTIONMOpEL 

エヴァ ン ゲ リオ ン ヨ 

echanic Sheet 

導 格 者 の シン クロ 
左右 きれ た EVA 

EVA 初 号機 の ずば抜け た 戦果 が "暴走 "に 依る 反 
面 、 EVA 弐 号機 の 戦果 は 、 機体 の 性 能 以上 に それ 

图 第 3 使徒 サキ エル 
区 ず 

画 第 4 使徒 シャ ムシ エル 

層 第 7 使徒 イス ラフ ェ ル 
旦 败北 。 再 战 后 

图 第 9 使徒 マト リエ ル 
防御 担当 

画 第 10 使 徒 サ ハク ィ エ ル 

ら 使徒 レ リ エ ル 
次 却 

画 第 13 使 徒 バ ルディ エル 
敗北 

画 第 14 使 待 ゼ ル エ ル 
敗北 

画 第 15 使 徒 ア ラ エ ル 
败北 

16 使 徒 アル ミサ . 
交戦 せ ず 退却 

機体 :EVA-02 PRODUCTION MODEL 

ニコ 
弐号 機 
搭乗 者 :2nd Children 

< 2 
物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 
主 武装 :WEAPON 
プロ グレ ッ シ ブ ・ ナ イフ ( 改 ) 

ク グ レイ ブ 
スマ ッシュ ・ ホ ー ク 等 

機体 配色 :COLOR 

還 ,未 時 , 检 
5 番目 の 適格 者 。 シン 
クロ 率 低下 に より EV 男 息 流 ・ ア スカ * ラ ング レー 

還 多 流 : キ ヨウ コツ ェ ッ ペ リン 

四 旧 伊東 沖 遺 明 戦 
国 白 

Illustration by (twinbell) Tokiko Yuzawa 

VANGELION PRODUCTION MODEL 

の よ 、 こ の 私 は ! 
(物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー) 



EVANGELION PRODUCTION MODEL B 

第 9 使徒 マト リエ ル 戦 | 弐号 機 の 交戦 記録 。 
EVA3 体 の チー ム プ レイ に 

量産 を 前 提 に し た 機体 だ け に 完成 度 が 高く 、 暴 走 な お いて ディ フェ ンス を 担 
と 制御 不能 に 陥る こと の な い 安 定 し た 性 能 を 発揮 し 、 探 マト リエ リバ の ん エ ラバ 

を 中 和 し - 『 
続 者 の 能力 も あっ て 5 体 の 使徒 大 減 に 貢献 し て いる 。 し か 電 号 本 
し 、 第 1 使徒 戦 以降 は 連敗 を 重ね て し まう へ パレ ッ ト ガ ン が 渡さ れる 

時 間 を 稼い だ 

A 衛星 軌道 上 に 出現 し た アラ エル 。 弐号 機 は 零 号機 の バック アッ プ 
阴 。 を 命じ られ る が 、 ア スカ は 独断 で オ 

f は 届か ず 使 徒 か ら の 精神 攻撃 に よっ て アス カ の 心 は ズタズタ ( 

ル る が 、 彼 女 の プ ライ ド は 退 寺 さき ない 。 結果 、 弐号 機 は 活動 停 

きき は 止 、 使 徒 は 零 号機 が 用 いた ロン ギ ヌ ス の 村 で 底 減 され る 
が 
外 の 使徒 

EE | & J 

* 

手段 も 防御 

Pr | w 徒 四 精神 

第 6 使徒 ガ ギ エル 戦 | 半生 1 0 使徒 サハ クィ エル 戦 | | 人 
弐号 機 の 輸送 中 に ガ ギ エ 艦 自ら を 質量 爆弾 と 化し て め プ 
ル と 遭遇 、 水中 戦 を 行 な 突 落下 し て くる サハ クィ エル 剃 グ 

使徒 口内 に 捕らわれ る が を 受け 止め る た め 、 零 号 る + 
手 機 と ほぼ 同時 に 使徒 の 落 割 フ 

7 i 助 し を で 可視 波長 の エネ ルギー 波 ーー 念 は 高い シン クロ 率 を 也 下地 点 に 孝行 。 AT. フ ィ つつ 本 il 
発揮 、 ミサ ト 提案 の 寺下 し け ルド で 使徒 を 支え つつ 本 人 まで 暴き 、EVA と 
聞 笛 撃 作戦 を 成功 に 導く 戦 = コア を 狙い 残 減 する に 全く な る ほど の ダメ ー ジ を 与え た 

第 7 使徒 イス ラフ ェ リ | 上 較 、 第 1 2 使徒 レ リ エル 戦 | 图 5 第 1 6 使徒 アル ミサ エル 戦 | 上 
人 の ス 1 機 と 初 の 共同 戦線 。 初戦 で 先手 を 打ち ソニ ッ ク グ レイ ブ で イー パッ クア ッ プ 担当 。 レ リ 零 号機 の 危機 に 際 

撃 命令 が 下っ た 待機 中 較 | 
の 弐号 機 。 し か し 、 シン 

クロ 率 が 2 ケタ を 切っ た ア 

スカ は も は や EVA を 動か 

せ ず 、 アル ミサ エル と は 戦 
わ ず し て 戦場 を 去っ た 徒 

和 第 17 使 徒 タ ブリ ス 戦 。 | | 
シン クロ 率 の 低下 に より EVA を 動か せな く な っ た アス カ に 替わり 葬 
弐号 機 の 操縦 者 と し て 派遣 され た フィ フス チル ドレ ン 

く ラ フェ ル を 両断 する が 、 分 離し た 同 使徒 に 敗北 。 その 後 、 国連 軍 エル の ディ ラッ ク の 海 に 飲 

は N 参 号 作戦 で 使徒 の 足止め を 行なう 。 その 間 6 日 と いう 猫 予 で ア まれ そう に な る が 、 影 の 危 

合わ せ た ユ ニ ゾ ン 攻 撃 を マス ター。 再戦 で 険 性 に 気づき 事なき を 得 

は 、 使徒 の コア へ 二 点 同時 過重 攻撃 を 決め 、 砥 減 に 成功 する る 。 退却 後 、 初 号機 救出 

に 従事 する も 同機 は 使徒 
を 倒し 自力 脱出 し た 

\ 池 華 

芳 吨 冲 " 淹 
分 裂 し た イス ラフ ェ ル 乙 の 攻撃 ( 
より 、 初 号機 の 敗北 し た : 

活動 停止 。 戦闘 の 過程 
が 、 ブ ザ マ な 敗北 を 見 せる 

パ バズーカ で 武装 し 、 野辺 
山 に て バル ディ エル を 待 
ち 伏せ る 。 使徒 に 乗っ 取 

られ た 3 号機 の 操縦 者 が 

トウ ジ だ と シン ジ が 知ら な 

いこ と に 驚い た 瞬間 、 使 

徒 の 攻撃 を 受け 敗北 

破壊 し な が ら 最 深部 へ と 進む 。 途中 、 追っ て きた 初 号機 と プロ 

グ ・ ナ イフ で 渡り 合う が 、 同機 に よっ て 破壊 され る 

アス カ の 代わ り と ト 

属 操縦 者 と る 

令 . 第 14 使 徒 ゼ セル エル 戦 
成体 前 の 使徒 を 捕獲 す ジオ フロ ント に 侵入 し た き 正 

め D 型 装備 で 火口 に ゼル エル を 、 パ レッ ト ガ < 由 

莅 刀 名、 捕获 后 急 速 !- 羽 ン 、 ハン ド バ ズ ー カ と い 版 己 
た 火器 で 迎撃 。 し か し 全 共 戦 

と 天 
く 効果 が な く 、 使 徒 の 攻 

撃 で 両 腕 、 次 いで 頭 部 を 
切断 され て し まう 

で の 足止め と し て 使わ れ 、 初 
こよ っ て 破壊 され た 華 h 導 旭 前 

EVA 量産 機 と の 了 | | | 
交戦 記録 | 1 可 
3 分 半 ほ どの 活動 時 間 で 3 ( を 

EVA シリ ー ズ と の 戦闘 EVA シリ ー ス 9 体 3 ド 1 
は EVA の 性 能 を 十分 に 発揮 で き な か っ た 弐 弐号 機 は 、 \ れ 

弱 , h 還 " を 感 【 3 Ns 
る と 同時 に 、「A.T. フ ィ ー ル ド の 意味 」 を 知る こと で 8 号機 、10 号 | な | 

な す 。 そし て 、 NERV 本 部 の 制圧 に | 
切断 | 園 的 な カ で ね じ 伏 せ て いく し っ > か し 、 残り 数 和 1 に 1 左足 

が 刺さ 上 下 に 切断 5 か み に され る 

@⑥GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D20-04 





haracter Sheet 

SHIGERU AOBA 

個人 情報 

名 前 青葉 シゲ ル 

年 齢 不明 
国籍 日 本 
生年 月 日 』 A.D.?/5/5 

血液 型 | A 型 
所 属 NERV/ 中 央 作戦 司令 室 付 

特務 機関 NERV 本 部 に お いて 、 中 央 作戦 室 付 オ 

ペレ ー タ ー と し て 通信 や 情報 分 析 を 主 に 担当 する 青 

年 、 そ れ が 青葉 シゲ ル で ある 。 そ の 階級 と し て は 二 

尉 で あり 、 これ は 同じ く オ ペレ ー タ ー 業 務 を 務め て 

いる 日 向 マ コト 、 伊吹 マヤ ら と 同 階級 で ある 。 た だ 

それ ぞ れ 所 属 課 な ど は 異な っ て お り 、 3 人 の 中 で 正 

し く 中 央 作戦 室 付 す ペ レー ター と いう 肩書 き を 持つ 

も の は シゲ ル た だ ひと り と な っ て いる 。 

彼 の プラ イベ ー ト な 部 分 が は っ きり と わか る 場面 は 

数 少な い 。 シ ゲル が 自ら に つい て 語る こと は 全く と 

言っ て いい ほど な いし 、 同 僚 た ちと も 仕事 以外 の 部 

分 で 交流 し て いる 様子 は 見 られ な か っ た 。 彼 の 私 的 

な 面 で わか る こと と いえ ば 、 精々 、 音楽 を 好む と い 

う 部 分 くら い の も の で ある 。 

た だ 、 仕事 面 に つい て は 、 や や 軽 そう に 見 える 外 

見 に 反し て 、 大変 真面目 に 取り 組ん で いる よう で あ 

る 。 不 測 の 事態 に お いて は 激 す る こと や 慌て る こと 

も 多い も の の 、 最終 的 に は 正確 に オペ レー ティ ング 

業務 を まっ と うし て いる 。 また 、 第 11 使 徒 イ ロウ ル が 

NERV 本 部 内 に 侵入 し た 際 な ど は その 異変 に いち 早 

く 気づい て いた 。 さす が に その 正体 が 使徒 で ある と 

は 気づか な か っ た も の の 、 直感 と 注意 力 の ほう も な 

か な か の も の で ある よう だ 

マヤ や マコ ト の よう に プロ グラ ミン グ や 作戦 立案 

な どの 能力 に 特 化し て いる わけ で は な い が 、 情 報 分 

析 の スペ シャ リス ト と し て の 能力 を 持つ シゲ ル 。 地味 

な 裏方 で は ある が 、 使徒 と いう 未知 の 存在 に 対抗 す 

る 上 で 必要 不可 欠 な 人 材 で ある と いえ る だ ろう 。 

* 人 物 相関 図 
酉 

日 向 マコ ト 
冬 月 コウ ゾウ 

同僚 
上 司 

上 司 
同僚 

碗 ゲン ドウ 
伊吹 マヤ 

し | 

理 中 央 作 职 司 邻 室 同 | NERV 本 部 の 中 枢 施 

量 笠 ゲン ドウ 設 。 使 徒 と 戦う た め 
索敵 

た 月 コン ジウ 情報 分 析 な ど を 行 な 
恒 日 向 マコ ト 加 う 。 オペ レー ター 席 が 

時 伊吹 マヤ 青葉 シゲ ル の 定位 置 

ー シ ゲ ル の 外見 で 印 
象 的 な の は 、 や は り そ 
の 長 避 だ ろう 。 NERV 
に は 制服 は ある も の 
の 、 頭髪 に つい て の 規 
定 は な いよ うだ 。 

1 こち ら も また 、 使 徒 と の 戦闘 に 

お ける アナ ウン ス を 行なう 際 に よく 

見 られ る 驚き の 表情 だ 。 し か し 、 冷 

静 さ は 失わ れ て は いな い , 

ー 少 々 珍し い 、 他 人 を か ら 
か っ て いる か の よう な 表情 

垂れ 気味 の 目 の 影響 も あっ 
て か 、 軽 薄 な イメ ー ジ が 強 
い 笑 顔 で ある 

私 服 が 見 られ る の は 、NERV 大 停電 の 朝 の 出勤 時 く 
らい の も の で ある 。 そ れ 以 外 は ほぼ 制服 で 過ごし て 
いる 場面 し か 見 られ な い 

+ 息 を 呑む よう な 

表情 。 使徒 と の 戦 
闘 を 、 か た ず を の ん 

で 見 守る 際 に 見 受 
けら れる 

口数 は 多く な い が 、 素直 な 感情 表現 を する こと も ある , 

正面 | 

*NERV ス タッ フ 
の 一 般 的 な 制服 
着 山 すこ と な ども 

な く 、 特 記す る ペ 
き と こ ろ は 見 当 た 
ら な い , 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva. ⑤GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D20-06 



SHIGERU AOBA 

キャ ラク ター シー ト 

haracter Sheet HIGERU AOBA 

ー! 唯一 見 る こと の 出来 る 

前 述 の 通り 、 業 務 に 対す る シゲ ル の 姿勢 は 大 変 

真面目 な も の で ある 。 与え られ た 仕事 に 対し て は 

決し て 手 を 抜く よう な こと は な いし 、 彼 が 行なう オ 

ペレ ー テ ィング 業務 や アナ ウン ス な ど に つい て は 、 

特記 する べき こと が 思い 当たら な い 程 に 的 確 な も の 

で ある 。 ま た 、 彼 の 判断 や 分 析 が 原因 と な っ て 問 

題 が 起き た こと な ど は な い 。 逆 に 言え ば 、 優 秀 で あ 

る が 故に あま り 目 立つ こと は な いと いう こと で ある 

し か し 、 彼 の よう な 存在 は NERV に と っ て 決し て 欠 

か せな い 。 優秀 な 人 材 と いう も の は 、 表 立っ た 部 

分 だ け で は な く 影 で 業務 を 支え る と いう 部 分 で も 必 

要 な も の で あり 、 組 織 の 屋台 骨 と も いえ よう 
第 10 使 
ト に 対し 、 シ ゲル は 「 こ れ も 仕事 で す 

第 13 使 徒 バ ルディ 
ミー シス テム を 

補完 が 行なわ れ 皆 が 
LC.L. と 化し て いく 直 
前 まで 、 シ ゲル は 発令 
所 に お いて オペ 
ティ ング 業務 に 従事 

に お ける 役割 る 真 埋 さ が 見 て と れ 
る と いう も の で ある . 

D20-07 

シゲ ル と いう 人 間 は リア リス ト で ある 。 使徒 残 減 

後 の NERV が 組織 解体 され る だ ろう と 冷静 に 見 通し 

て お り 、 戦略 自衛 隊 が NERV 本 部 の 直接 占拠 を 目 論 

ん だ 際 に 、 現実 か ら 目 を 背け 、 銃 を 撃つ こと を 拒ん 

だ マヤ に 対し 「 撃 た な きゃ 死ぬ ぞ ! 」 と 一 喝 し て いる 

直接 的 な 戦闘 を 体験 し て こ な か っ た 人 間 と し て は 、 

マヤ の 反応 の ほう が 恐らく は 一 般 的 で あろ う 。 特 殊 

な 状況 下 で 冷静 な 判断 が 出来 る の は 、 現実 を 見 所 

えて いる か ら に 他 な ら な い 。 人類 の 補完 が 始ま っ た 

際 、 マ ヤ が シゲ ル に すがり な が ら 自 分 た ちの 正 し さ 

を 問う て いた 際 に 、「 わ か る も ん か 」 と 言い 捨て て い 

た こと も 印象 深い 。 また 、 少々 皮肉 屋 な 部 分 も 持ち 

合わ せ て いる よう だ 。 マヤ が MAGI シ ステ ム に より 市 

政 が 行なわ れ て いる こと を 「 科 学 万 能 の 時 代 」 と 称し 

た の に 対し 、 シゲ ル は 「 古 くさ い 人 台詞 」 と 馬鹿 に する 

か の よう な 口調 で 返し て いた 

一 見 冷た い 性 質 を 持つ 人 間 の よう で ある が 、 こう 

いっ た 冷静 さ は 、 情報 分 析 を 担う 人 間 に と っ て は 欠 

か せな い 資 質 で は な い だ ろ うか , 

プッ 

中 央 作戦 室 付 オペ マレー ター で ある シゲ ル 。 使徒 や 

EVA の モニ タリ ング 及び 状況 の アナ ウン ス を 同僚 の 

マコ ト や マヤ と 分 担 し て 行なう ほか 、 第 3 新 東 京 市 の 

迎撃 シス テム 及び 本 部 施設 の モニ タリ ング も こなす 

本 来 の 職務 で ある 情報 分 析 に お いて 、 観測 され た 

総合 的 な 情報 を MAGI の サポ ー ト を 受け て 分 析 且 つ 

取捨 選択 し て いた と 考え られ る 。 また 、 それ を EVA 及 

び 使 徒 の 技術 的 情報 な ら マ ヤ 、 戦術 的 情報 は マコ ト 

と いう よう に 、 各 専 任 者 に 対し て 情報 の フィ ー ド バッ ク 

も 行なっ て いる と 思わ れる 。 また 、 彼 の 机 だ け 回 線 が 

4 つ 設 け て あり 、 日 本 政府 や 人 類 補完 委員 会 な ど へ の 

通達 等 、 外 部 と の 連絡 業務 も 担当 。 
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音楽 に 傾倒 する 意味 
シゲ ル が 持つ 趣味 の 中 で 、 唯 一 明らか と な っ て いる 部 分 

と いえ ば ギタ ー で ある 。 シゲ ル が 音楽 に 傾倒 し て いる と い 」 
うこ と は 、 発令 所 内 で 休憩 時 間 中 に ギタ ー を 弾く 真似 を し 
て いた こと や 、 勤務 先 に ギタ ー を 持っ て 行く と いう こと か ら 

も 間違い の な い 事 実 で あろ う 。 実際 に ギタ ー を 演奏 し て い 
る と ころ は 見 られ な い が 、 その 傾倒 ぶり か ら 、 それ な り に 長 
く 音 楽に 触れ て いる も の と 推測 され る 。 NERV 本 部 で 忙し 

く 殺 伐 と し た 日 々  を 送る 中 、 音楽 と いう も の は 彼 の 心 を 休 

め て くれ る 存在 と な っ て いる の だ ろう 。 また 、 リア リス ト で あ 
る 彼 が 唯一 、 ロ マン ティ シズ ム を る 部 分 で ある と も 考 

えら れる 。 どちら に せよ 、 ギタ ー が シゲ ル に と っ て 重要 な も 
の で ある こと は 確か だ 。 

こ マ コト と 息 の 合っ た と ころ を 見 せ て いる 。 年 齢 

や りや すい の か も し れ な い , 

シゲ ル の NERV 内 に お ける 所 属 上 の 直属 の 上 司 

は 、 マ ヤ や マコ ト ら の よう に は っ きり と は 辿れ な い 。 

た だ 、 中 央 作戦 室 付す オペレータ ー と いう 位置 付け や 、 

第 87 タ ン パク 壁 の 異変 を 冬 月 に 報告 し 、 直接 的 な 

指示 を 受け て いる こと な どか ら 、 立 場 上 は 冬 月 が 彼 

の 直属 の 上 司 で ある と 推測 され る が 定か で は な い 。 

出勤 前 に 出会っ た 副 司令 相手 に は 多少 緊張 気味 に 

挨拶 し て お り 、 直属 の 上 司 で あっ て も 砕け た 関係 は 

期待 で き な い で あろ う 。 彼 に と っ て 同僚 も 上 司 も 特 

に 仲の 良い 人 物 が いる わけ で も な く 、 ビジ ネス ライ 

ク な が ら も 仕事 に お いて 良好 な 関係 築い て いる よ 

うだ 。 

を まま 強引 に 補完 され て いっ た 
を 受け 入れ た 人 間 た ちと 上 比較 し て 、 少 

ぇ る だ ろう 

シゲ ル は 出勤 する 際 に も ギタ ー を 4 
持参 し て いる 。 休憩 時 間 中 に 練習 
を する つも りな の か も し れ な い . 

ギタ ー を 背負 う 姿 も な か な か 様 に 
な っ て いる 。「The Player] な どの 

音楽 誌 も 何 司 か 愛読 し て いる よう 
で 、 そ の 熱意 の 深 さ が 昭 え る 。 

作戦 司令 室 の 中 枢 を 為す オペ レー ター 仲間 と し て 、 全 
同僚 の マコ ト や マヤ と は 良好 な 関係 に ある よう だ 。 全 

て の 使徒 を 残 減 し た あと 、 3 人 が NERV の 今後 の 動 
向 に つい て 話し て いる 場面 が 見 受け られ る も の の 、 

私 的 な 面 に お いて の 関係 性 は 描か れ て いな い 。 待 
機 任務 中 で も それ ぞ れ が 別 の こと に 没頭 し 、 3 人 で 
一 緒 に 談笑 する 場面 見 られ な か っ た 。 し か し な が 

ら 、 逆 に プラ イベ ー ト な 関係 が 稀 薄 だ か ら こそ 、 仕事 

上 の 関係 が 良好 に 保 た れ て いる の か も し れ な い 。 

が \ 略 自衛 隊 で の 一 件 を 見 る と 、 少々 夢見 が 

ちな 面 を 持つ マヤ と 、 リア リス ト で ある シゲ ル と は 、 

どこ か 相容れない 部 分 が ある の で は な か ろう か 

上 司 
= 

ks 

と の 関係 6 

EVA 初 号 機 に よる 人 類 補完 が 行なわ れ た 際 、 シ 

ゲル の 状況 は 少々 特殊 で あっ た 。 周囲 の 人 間 が 皆 、 

それ ぞ れ が 好意 を 寄せ る 人 間 の ビジ ョ ン を 見 て 、 歓 

喜 や 安らぎ の 中 で L.C.L. 化 し て いっ た 中 、 シ ゲル だ 

け は 大 勢 の 綾波 レイ の ビジ ョ ン に 囲ま れ 、 居 え な が 

ら L.C.L. と 化す 。 こ れ は 純粋 に 想う 相手 が いな か っ 

た か ら と も 考え られ る が 、 シ ゲル の リア リス ト の 部 

分 が 発現 し た も の と も 推測 で きる 。 つ まり 、 最 後 

まで 現実 を 見 つめ て いた が 故 、 異 常 な 事態 に た だ 

た だ 恐怖 し 、 居 え て いた だ け な の か も し れ な い 。 

どちら に せよ シゲ ル は 、 恐 怖 の 中 で 補完 を 受け 

入れ る こと に な っ て し まっ た 人 間 な の で ある 。 

弾く 真似 だ け と は いえ 、 そ の 手つき は か な り 慣 れ た も の 
だ 。 実際 は それ な り の 腕前 を 持つ こと が 推測 され る 。 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva.@GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D20-08 
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施設 の 建造 目的 と その 運用 

秘密 結社 ゼー レ の 後ろ 盾 を 受け て 、 当時 の 人 類 の 

技術 で は 再現 不可 能 な オー バー テク ノロ ジー を 追い 

求め た ゲ ヒ ルン 。 彼 ら は ヒト の 持つ 知恵 を 駆使 し 、 

食欲 な 好奇 心 に よっ て 超 技 術 に 手 を 伸ばし た 。 その 

結果 掴ん だ も の の 一 部 が スー パー コン ピュ ー タ MAGI 

シス テム で あり 、 人 造 人 間 エ ヴァ ン ゲ リオ ン で ある 。 

この 知識 の 探求 は 、 ゼー レ に と っ て 単なる 通過 点 で 

あり 、 その 先 に ある 人 類 補 完 計画 を 見 据え た 土台 づ 

くり で あっ た 。MAGI の 完成 に よる 研究 の さら な る 段 

階 へ の 移行 の た め 、 調査 や 研究 を 主 な 目的 と し て い 

た ゲ ヒ ルン は 即時 解体 され 、 計画 の 実行 機関 と し て 

NERV が 結成 され る 。 

調査 組織 で ある ゲ ヒ ルン を 前 身 に 持つ 特務 機関 

NERV。 引き 継い だ その 本 部 施設 は 、 人 工進 化 研究 

所 を 隠れ 養 に し て いた 時 代 よ り 建 築 が 進め られ て き 

た も の で ある 。 当初 より E 計 画 (別名 アダ ム 再 生計 

画 ) に 着手 し て いた ゲ ヒ ルン は 、 セカ ンド イン パク ト 

直後 、 あ る い は 以前 より EVA の 開発 研究 を 行なっ て 

いた 。 その た め EVA に 関す る 施設 は 研究 所 か ら 建 造 

EVA が 待機 格納 され る 施設 

設備 、 実験 場 ま で も 備え て いた の は 当然 で あろ う 。 

さら に いう な ら ば 、 EVA を 運用 する た め の 設 備 まで も 

完備 し て いる 。 これ は 、 NERV 本 部 の ある 箱根 に お 

いて EVA を 実戦 投入 する と いう 事実 に 他 な ら な い 。 

最初 か ら 、 この 場所 で EVA を 運用 し な けれ ば な ら な 

いと いう 確たる 根拠 を 持っ た 上 で 本 部 施設 を 築き 、 

第 3 新 東京 市 を 含め た EVA の 関連 施設 と 運用 シス テ 

ム を 構築 し て いっ た も の と 考え られ よう 。 

E 計 画 の 目的 は アダ ム の コピ ー を 造り 出す こと に あ 

る 。 それ が 「 神 の 雛形 ] た る エヴァ ン ゲ リオ ン 零 号機 

で あり 、 その 完成 まで に 多く の 試行 錯誤 が 成 さ れ た 。 

その 過程 に お いて は 事故 も あり 、 EVA は 必ず し も ゃ 安 

全 な 兵器 で は な い (むし ろ 危 険 極まりない ) こと が 十 

分 証明 され て いた の だ ろう 。 EVA の 待機 場所 は 格納 

庫 で は な く 「 ケ イジ ( 棋 )」 と 呼ば れ 、 発進 する 前 は 何 

重 も の 拘束 具 に よっ て 頑丈 に 固定 され て いる 。 さら 

に 実験 場 に は ベー クラ イト な ど EVA を 制止 する 手段 

が 用 意 さ れ て お り 、 一 応 の 完成 を 見 た 2015 年 時 を 

も っ て し て も コン トロ ー ル は 不 十分 。 こ れ を 克服 する 

た め に も 、 EVA の さら な る 研究 を 行なう た め の 施 設 

は 必要 で あり 、 完全 に 制御 で きる と きま で 、 ケイ ジ が 

格納 庫 と 呼ば れる 日 は 来 な い だ ろ う 。 

llustration by Takuya lo 

ケイ ジ 。 こ の 施設 が 「 棋 」 を 意味 する 呼び 名 を 持つ こと は 、NERV 自 身 が 
未知 の 部 分 が 多い EVA に 対し て 異 怖 を 感じ いた こと の 顕 れ と も 見 て 取れ る 

mEVA 正式 名 称 は 汎用 人 弄 

mwNERV 決戦 兵器 ・ 人 造 人 間 
ヴァ ン ゲ リオ ン 。 

四 ゲ ヒル ン エヴァ ン ゲ リオ ン 。 使 
徒 に 対抗 し うる 人 類 
唯一 の 戦力 と 言わ れ 

て いる 



イン スタ レー ショ > MR n 

nstallation Sheet 

試験 場 、 実験 場 を は じ め と する 
EVA 関連 施設 と 実験 

「 使 徒 に 対抗 し うる 人 類 唯一 の 戦力 ] と 言わ れ て い 

る EVA。 そ の 開発 計画 を 押し 進め て きた NERV は 第 

3 新 東京 市 直下 に ある 本 部 内 に お いて 、 当然 な が ら 

ny を 最 優先 と する 施設 の 建造 を 進め て き 

。 それ ら の 施設 は 各種 試験 場 や 実験 場 な どの 研 

PP ケイ ジ や ハン ガー な ど 、 EVA の 

運用 に 関す る 設備 に 大 別 さ れる 。 これ ら の 名 施設 に 

つい て は 、 EVA 自体 と 同様 に ゲ だ ヒル ン の 時 代 か ら 計 

画 的 に 建造 が 進め られ て いた と も 考え られ る 。 

使徒 の 襲来 後 は 、 EVA の 安定 し た 制御 と 性 能 の 

向上 は 急務 と な る 。 し か し な が ら 、 EVA は 特異 な 兵 

器 で ある が 故 、 あら ゆる 事態 に 前 例 は な く 試 行 錯誤 

の 段階 に ある 。 その た め 様 々  な 試験 や 運用 を 繰り 

返し 試す こと で 最善 を 探り 、 EVA と 適格 者 を より 良 

い 状態 に し て いく た め に も 関連 施設 は 不可 欠 な の だ 。 

試行 され た 実験 

糙 者 0): 
険 が 及ぶ も の も あっ た よう だ 

体 能 を うし ろか ら 固 定 
の 輸送 人 に 乗せ られ 

ケイ ジ 内 に 収め られ る 。 な お 
初 号機 は 第 7 ケイ ジ に 待機 す 
る 場合 が 多い 

NERV の 前 

機 と の 接 角 

NERV EVA RELATED FACILTIES 

ゲ ヒ ルン と NERV に お ける 
EVA 関連 の 実験 と 実験 施設 

自ら が 開発 し た も の と は いえ 、 EVA に は 未知 の 部 分 が 非常 
に 多い た め 、 使徒 襲来 の 直 中 に あっ て も 、 NERV 本 部 を 始め 
と する NERV 関 連 施設 で は 様々 な 実験 、 試験 が 試行 され て い 

る 。 EVA 関連 の 実験 は 当然 な が ら 公 に は な っ て いな いた め 
その 詳細 に つい て も 不明 で ある 。 た だ 、 起動 実験 、 機 体 相互 

互換 試験 、 機体 連動 試験 、 オー ト パ イ ロ ッ ト 実 験 、 シ ンク ロ テ 

スト ノン ハー モニ クス テス ト と いっ た も の に つい て は 、 試行 され 
た 事実 や 、 試験 、 実験 の 概要 が 確認 され て いる 

な お 、「E 計 画 ] と 呼称 され る EVA 開発 計画 は 、 2015 年 に お 
いて も 進行 中 で ある 。 各 実験 場 で 行なわ れ た 様々 な 試験 と 

計画 進行 に あたり 、 有益 な 情報 を 収集 する た め の 場 

考え られ る 。 機体 連動 試験 、 シ ンク ロ テ ス トノ ハ 

部 の 試行 が 定期 的 に 行なわ れ た 

思惑 も 絡ん で いた よう だ 

使用 する 実験 施設 は 実験 内 
っ て いる 。 こう 

) ら も 、 EVA の 実験 、 
試験 用 の 施設 が 非常 に 充実 
し て いた こと が 禄 える 

ー モ ニク ステ スト と いっ た 一 | 

背景 に は 、 様 々 な 思 

EVA 本 体 を 用 いる 実験 に は 
暴走 の 危険 が と も な っ て いた 
さら に ゲ ヒ ルン が 行なっ た 接 
触 実験 に お いて は 、 貴重 な 人 
材 が 失わ れ て いる 

関連 施設 が 存在 する 。 複数 建造 
画 ] へ と フィ ー ド バッ ク さ れる 

@EVA 関 連 の 主 な 試験 及び 実験 
っ 起動 実験 
EVA を 運用 する に あたり 、 実際 に 搭乗 する 適格 者 と シン クロ 
し 、 正常 に 起動 する か を 測定 する 実験 。 主 に 使用 され る 実 
験 場 は 第 2 実験 場 。 各 支 部 に も 同様 の 施設 が ある よう だ 
機体 相互 互換 試験 
零 号機 と 初 号機 、 そ の 専属 操 継 者 で 行なわ れ た 実験 。 通常 
は 機体 ご と に 決ま っ て いる EVA の 専属 操 継 者 を 入れ 替え 

相互 互換 が 可能 か を 試す 実験 。 使用 され る 実験 場 は 不明 。 
機体 連動 試験 
EVA の 専属 操縦 者 が 定期 的 に 行なっ て いる 搭乗 テス ト 。 シン 

クロ 率 の 計測 を 行ない 、 EVA シス テム 開発 な どの 資料 を 収集 
する た め の 試験 と 考え られ る 。 第 7 実験 場 な ど が 用 いら れ て いる 。 

キオ ー ト バイ ロッ ト 実 験 
EVA の 各 パ イロ ッ ト が プラ グ ス ー ツ の 補助 な し で 神経 接続 し 

た 際 の デー タ 採取 。 EVA の 模擬 体 に シミ ュ レ ーション プラ 
グ を 挿入 し て 行なわ れ た 。 使用 され る 実験 場 は 不明 。 
ーッ シン クロ テス トン ハー モニ クス テス ト 
EVA と 操縦 者 の シン クロ 率 、 ハー モニ クス 値 を 計測 する テ 

スト 。 主 に 現状 の 把握 と 、 それ ぞ れ の 値 の 向上 を 狙っ た も 
の 。 第 7 実 映 場 な ど が 用 いら れる も の と 推察 され る 。 
接触 実験 
開発 中 の EVA を 用 いて 行なわ れ た 、 EVA と 被験 者 と の 何ら 

か の 実験 。 被験 者 は 消失 、 また は 精神 崩壊 を 起こ し た 。 な 
お 、 使 用 され た 施設 は NERV の 前 身 、 ゲ ヒル ン の も の た 

る 主 な EVA 実 験 施設 

画 第 3 実験 場 還 第 7 実験 場 
NERV 内 に は 様々 な EVA 関 連 の 実験 施設 機体 連動 試験 、 シン クロ テス トノ ハー モニ クス テス ト ( 並 
お り 、 第 3 実験 場 も その うち の ひと つ で ある 。 まっ すぐ に 伸 
び た 長 い 通路 か ら は 、 相応 の 広 さ を も っ た 実験 室 で あろ う 

こと が 祝 え る 。 実際 に EVA 関連 の 実験 に 使わ れ た 事例 は 

確認 され て いな い が 、 この よう な 施設 が NERV 内 に 複数 存 

で あろ うこ と は 想像 に 難く な い 

第 2 実験 場 と 同一 の 実験 場 と 思わ れる 。 ここ 

で は 綾波 レイ に よる 零 号 機 起動 実験 が 行なわ 

れる も 失敗 し 、 零 号機 は 暴走 。 レイ も 重傷 を 負 
っ た 。 し か し その 後 、 レ イ の 回 復 と 同時 期 に 再 

起動 実験 が 行なわ れ て いる 。 この 実験 場内 は 
零 号機 が 収まり 、 ある 程度 は 動け る だ け の 大 き 

さ を も つ 実 験 施設 だ な お 、 碗 シン ジ と EVA 
初 号機 に 関し て は 、 同 実験 は 行なわ な か っ た 

起動 実験 が 失敗 
し 、 暴走 し た 零 号 
機 。 実験 場内 に 
は 特殊 ペー クラ イ 
ト が 注入 され 、 堆 
号機 は 完全 に 沈 
黙 し た 

男 起動 実験 場 1 

+ 起動 実験 場 モ ニタ ー 室 

行 し て 行なわ れ て いる 可能 性 も ある ) を 行なう た め の 実 験 
場 。 被験 者 は 施設 内 の 「 テ スト プラ グ 」 と 呼ば れる プラ グ 

に 搭乗 。 その 内 部 に は 、 L.C.L. が 注入 され る な ど 、 実際 に 

EVA に 搭乗 し た 際 と 近い 条件 下 で 実験 が 行なわ れる 。 各 

『 mm 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva. ⑤GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D20-10 



イン スタ レー ショ ン シ ー ト 

nstallation Sheet 

| NERV EVA RELATED FACIUTES 

“44 NERV EV 

ERV i EVA RELATED FACILITIES 

6 EVA と 関連 装備 の た め に 作ら れ た 
様々 な 施設 と 装置 
兵器 は 稼働 と 維持 と いう 運用 シス テム 全般 を 含 きめ て て 初め て 
兵器 と 成り 得る 。 いく ら 兵器 自体 の 性 能 が 
常に 維持 し て 運用 で き な け れ ば 兵器 と し て 」 

EVA と いう 唯一 無 二 の 人 型 兵器 は 
設 や 装置 も 専用 の も の を る 場所 ひと 

つ 取 っ て も 、 他 に 類 を 見 な い 特殊 な 設備 を 持つ 。 また 、 第 3 新 

東京 市 と 連動 し た 輸 動 シ ステ ム を 備え て お り 、 戦術 レベ ル 

の 運用 に 対応 で きる 施設 も 保有 。 これ ら 設備 は 全て EVA だ け 

の 専用 施設 で あり 、 NEHV だ け の 特殊 施設 で ある , 
な お 、 兵器 の 運用 に は 定期 的 な メン テ ナ ン ス が 欠か せな 

い 。 特に EVA は 生体 部 品 を 主 と し て いる た め 、 維持 に 関し て 
は デリ ケー ト な 面 を 持 こ これ に より 専用 の 設備 と 技 

術 ス タッ フ の 存在 が 不可 欠 で あり 、 慕 大 な 運用 費 が か か る 

ケイ ジ で の メン テ ナ 

修理 仁 独 特 。 技 术 

潜っ て 作業 を 行なっ て お り 

造 人 間 で ある EVA と いう 兵 
特殊 性 が 際立つ 

及び 

EVA の 武器 は 第 3 新 

兵 装 ビル に 格納 され て で る ほ 
か 、 本 部 内 の ハン ガー に 用 意 
され て いる 。 また 、 規 格 外 の 兵 局 林 部 内 第 8 本 格納 庫 に 置か れる 模様 

條 加 目 報 告 / 

【用 抽 末 に 重き を 置く ケイ ジ 
EVA は ケイ ジ ( て 北 重 に も 厳重 に 動き を 封じ ら 

れ て いる ビリ カル ・ ブ リッ ジ 内 の EVA は 、 狭い ボ 
ックス 内 に 閉じ こめ られ て いる か の よう だ 。 し か し これ 

は 間 j 呈 象 で は な い う 。 事実 、 EVA は 常に 暴 

走 の 危険 を 争 お 。 その た め 待 機 中 は 大 げ さ な ほど の シ 

拘束 され て いる 。 それ は 輸送 台 兼 拘束 
アン ピリ カル ・ ブ リッ ジ に 至る まで 、 様々 な 固 

ツ が 用 いら れ て お り 、 単 な る 格納 庫 で は な く 完 

に 「 槍 」 と し て 機能 し て いる こと か ら も 理解 で きよ う 。 拘 

東 の 解除 に 時 間 が か か る と いう 運用 上 の 犠牲 が ある と 
し て も 、 EVA の 拘束 が 優先 され て いる 

ra 
Wn 何 重 も の ロッ クボ ルト に 

3 号機 起動 実験 が 行 な 
代 の 地下 に あ 

る yi 無人 ケ 

EVA の 装 申 は 鎧 で は な く 、 その 力 を 抑え 

り 、 ヒ ト の 手 で 制御 する た め の 重 石 
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ケ は EVA 暴走 時 の 備 
本 部 内 で 収 

EVA 関連 の 施設 及び 装置 

ケイ ジ 
EVA の 格納 施設 。 既 存 の 格納 庫 と は 全く 異な る 

造り で 、 EVA の 係留 の ほか メン テ ナ ン ス な ど が 行 な 
われ る 。 ケ イジ 内 に は 赤い 溶液 が 満た され 、 待 機 中 
の EVA 各 機 は 、 輸送 台 華 拘束 具 だ け で な く 左 右 の 第 
1、 第 2 拘束 具 と 1 一 15 番 まで の 安全 装置 に よっ て ア 

ン ピ ビリ カル ・ ブ リッ ジ に 固定 され て いる 
な お 、 ケイ ジ は 複数 あり 、 第 7 ケイ ジ が よく 使わ れ て 」 

いる よう だ 。 ほか に も 第 15 使 徒 アラ エル 戦後 に 弐号 
機 が 回 収 さ れ た 第 2 ケイ ジ 、 初 号機 の 第 3 次 冷却 が 行 

な われ た 第 6 ケイ ジ の 使用 が 確認 され て いる 

1 ケイ ジ 内 の EVA。 通常 は ケイ ジ 内 に 赤い 溶液 が 満た され 、 待 機 中 の EVA 
が 浸る よう に 収容 され て いる 。 発進 の 際 に は 液体 が 抜か れる 

ー ケ イジ 直轄 制御 室 の 内 部 。 コン ソー ル は 中 央 作戦 司令 室 と 

a 
! 
『 1 
1 1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 1 
1 
1 
1 
1 
上 
1 I 
| 
i 

同じ シス テム で 、 生 に は 権 炎 の 時 校 モ ニタ ー が 備わっ て いる 。 ビニ ー ニ ニニ 上 ーー ニー ニニ ニ ーーー 婦 ーーーーーー ニ ーー ニーーー ニ ーー ニー ニー ニー 

輸送 台 兼 拘束 具 
リニア レー ル に よっ て EVA を 高 ER お 速 で 移動 させ る た め の ガ ント リー 

トリ ー リ フト 。 底部 に 
フト で あり 、 アン ビリ カル ・ ブ リッ ジ で ケイ ジ に | 還る た の ビリ カル ・ ケ 0 
の 機能 も 果たす 。 第 3 新 東京 市 や ジオ フロ ント 各所 に が 開け て ある , 
く 、 本 部 施設 内 の 別 ケ イジ や 実験 場 な ど へ 搬送 する 際 に も 利用 さ 
れ て いる と 考え られ る 。 拘束 具 と し て は 最終 安全 装置 を 兼ね て お り 
中 央 作戦 司令 室 か ら の 指示 で ロッ ク が 解除 され る も の と 思わ れる 

ニーー ジ ] 

ー ガ ント リー リフ ト の 
背 
新 東京 市 な 
凍る リニア 

部 パー ツ と 腕 の ブレ ー ド 状 バ ー ツ 部 分 に 4 
安全 装置 が 解除 され る こと で EVA は リフ ト オ フ が 可能 と な る 

ハン ガー 
EVA の 専用 兵 装 な ど を 格納 し て ある 施設 。 主 に 開発 中 

の 兵 装 や 、 第 3 新 東京 市 の 兵 装 ビル に 収納 で き な い 規 格 外 

の モデ ル な ど が 置い て ある 倉庫 の よう な 場所 で ある 

基本 的 に EVA が 入れ る 広 さ を 確保 し て ある よう で 、 兵 装 
を 直接 持ち 出す こと が 可能 な 造り を 持つ 。 また 、 兵 装 の 組 

立 や 加工 スペ ー ス と し て も 使わ れ て いる と 考え られ る 
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南極 大 陸 の 葛城 調査 隊 か ら 引き 上 げた と 考え ら 

れる アダ ム と され る 巨人 の 実験 デー タ は 、 ゲ ヒ ルン 

及び NERV で の E 計 画 を 大 い に 推 し 進め た こと だ ろ 

う 。 その 一 方 、 アダ ム の コピ ー で ある EVA も 十分 に 

危険 な 代物 だ と 認識 され て いた は ず で ある 。 た だ 、 

人 類 に は EVA を 利用 せ ず に は いら れ な い 理 由 一 一 使 

徒 の 遂 来 と いう 全 人 類 の 危機 が 迫っ て いた た 

め 、 選択 せ ざ る を 得 な か っ た の だ ろう 

制御 で き な い 道具 は 兵器 と し て 致命 的 で ある が 、 

使徒 と 渡り 合え る 唯一 の 武器 で も ある た め 、 NERV 

は EVA の 実用 に 踏み 切っ て いる 。 本来 人 間 に は 手 

に 余る 存在 で ある た め 、 当初 より EVA の 暴走 は 計算 

の 内 で あっ た と 考え られ よう 。 それ 故 、 実験 場 に 仕 

込ま れ た 用 意 周到 な ベー クラ イト や 、 異常 な まで の 

拘束 に より EVA を 固定 する ケイ ジ を 建造 。 制御 不能 

に な る こと を 織り 込み 済み で 、 EVA と その 関連 施設 

は 建造 され て いる 。 その た め 、 施設 内 の 事故 は 最小 

限 の 被害 で 済ん で いる の で は な い だ ろ うか 

は 多かっ た と 考え られ る 。 特 
に 稼働 時 間 の 延長 に 関し て は 熱心 で は な し 

ろう か 。 し か し で さえ 制御 の 難し い EVA の 性 能 を 
向上 させ る の は 危う いこ と の だ ろう 。 09 シ ステ 

ム と 抑 搬 され た ほど の 起動 率 は 、 こ の EVA が どれ ほど 
デリ ケー ト に 出来 て いる か を 示し て いる 。 一 方 、 EVA で 

は な く 適 格 者 の 練 度 を 上 げ る 方 が 落 実 ! る と 考 
えた の か 、 適格 者 用 の シミ ュ レ ー タ ー も 開発 され て いる 
よう だ 。 し か し 、 練 度 の 低い 適格 者 と し て 育 
成 さ れ た アス カ よ り 戦 果 を 上 げ て いる こと か ら 、 結局 の 

と ころ シン クロ 率 の 高 さ が EVA の 戦闘 カ に 結び 付い て 
いる と いう こと は 、 実戦 が 物語 

サー ド チ ルド レン が シミ 
ュ レ ー タ ー で 射撃 訓練 

いた 施設 。 
この よう な 実戦 さながら 
の 訓練 に も 用 いる 。 

N06 証 首 5 ー/EVA 製 作 委員 会 
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放課後 の 教室 で トウ ジ が 食べ 損ね た 昼食 を か きこ ん で い 
る と 、 ヒ カリ が ちゃ ん と 週 番 の 仕事 を する よう に と 声 を か 
け て きた 。 鈴原 っ て いつ も 購買 部 の お 弁当 だ ね 」 「 作 っ て 
くれ る や つも お らん か ら な 」。 ど こ か 上 の 空 な 様子 で 、 ト 
ウジ が ぼや く 。 そ の 言葉 を 聞い た ヒカリ は 、 い つも 自分 が 

家族 の お 弁当 を 作っ て いて 、 材 料 が 余っ て し まう の だ と 、 
お ず お ず と 告げ た 。「 そ ら 、 も っ な いな ア 。…… 残 飯 

処理 な ら 、 い くら で や 手伝う で 」「 う …… う ん ! 手伝っ 
て 」。 ト ウジ の 言葉 に 、 ヒ カリ は 嬉し そう に うな ずい た . 

二 团 交 章 册 SS 必 千林 对 

も あたし 、 意 外 と 料理 
こ に あら ず の トウ ジ は 

(@ 出勤 時 間 直前 の 葛城 家 。 ア スカ の 次 が 見 えな いこ と を き 彼 シ 
いぶ か る シン ジ に 、 ミ サト は も う 先 に 出 た と 教え た 。 「 役 角 ジ と 願 を あわ せな いつ も り ね 」「 ど うし て で す 散る 

そう な シン ジ を 、 ミ サト は 苦笑 で は ぐら か て まい 
| 3 よう に ミサ ト に 訳 ね た 。 昨 了 时 后 

日 、 ケ ンス ケ か ら 聞 いた 情報 ……4 号 機 が 欠番 に な る と い が う 随 
う 噂 の 真 偽 、 そ し て 、3 号 機 が 日 本 へ 運ば れ 、 松 代 で 起動 鳴 と る 

サ 
と ト 

実験 を 行なう と いう の は 本 当 な の か 、 と 。 ミ サト は か すか 
つつ も 、 噂 が 事実 で ある こと を 認め る に うろ た 

シン ジ が ドア を 開く と 
自分 を 
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その ころ アス カ は 加持 の 仕事 部 屋 を 訪ね て いた 
「 す まな い 、 今 ちょ っ と 忙し いん だ 。 あ と に し て く 
れ 」。 PC に 向い た まま 振り 向き も し な い 加持 に 、 ア 
スカ は いき な り 背 後 か ら 抱 きつ く 。 モ ニタ ー に 映っ 
て いた の は 、EVA パ イロ ッ ト の シン クロ デー タ だ っ 
た 。 そ れ が 4 人 分 ある こと に 気づい た アス カ は 、 ぎ ょ 
っ と し て 身 を 乗り 出す 。「 な に これ 、 ど うい うこ と ? 
フォ ー ス チル ドレ ン が な ん で コイ ツ な の !? 

加持 の つれ な 

「 イ ヤ ! わか ん な いわ 、 な 
ん な の コレ !?]。 4 番目 の パ 
イロ ッ ト の 正体 を 知っ て し 
まっ た アス カ は 、 ヒ ステ リ 加 

ク に 叫ん だ N 4 

A.D.2015 @ 日 本 

ミサ ト は リツ コ と 共に トレ ー ラ ー に 乗り 、 松 代 に 

向かっ た 。 結局 、3 号 機 の パイ ロッ ト が 誰 な の か 、 シ 

ンジ に 告げ る こと が で き な か っ た ミサ ト は 浮か な い 

顔 だ 。 パ バイ ロッ ト は 明日 あたり に 松代 に 呼ぶ つも り 

だ と 述べ る リツ コ 。 「 彼 が 自分 で 言い 出す か も し れ な 
いわ 」。 そ ん な ミサ ト の つぶ や き を 、 リ ツ コ は 淡々 と 
否定 し た 。「 そ れ は な いわ ね 。 人 に 自慢 する ほど 喜ん 
で な か っ た も の 」 

入院 中 の 妹 を 本 部 の 医学 
部 に 転院 させ る と い 
が 、 彼 の 出し た 条件 だ っ 
た 、 と リツ コ 。3 号 機 パイ 
ロッ ト は トウ ジ だ っ た の だ 

移 E 積 飛 
動 V 乱 行 

A p 雲 コ 

号 
1 時 = 

a 
洋 る 
业 
を 
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米国 、 マ サチ ュー セッ ツ 州 に ある NERV 第 1 支部 か 

ら 、 一 機 の 大 型 飛行 機 が 飛び 立 と うと し て いた 。 大 
雨 が 降り し きる な か 、 灰 色 の 噴煙 を 噴き な が ら ゆ っ 
くり 上 昇 し て いく 全 連 機 。EVA 専 用 の 大 型 輸 送 機 で 
ある 。 そ の 中 央 部 に は 、 第 1 支部 で 開発 され て いた 3 
号機 が 、 拘 束 具 に よっ て 吊り 下げ られ て いた 。 こ れ 
か ら 3 号 機 は 太平 洋上 を わた っ て 日 本 は 長野 、 松 代 
の 第 2 実験 場 へ 向かう 予定 な の だ 

雨 に 閉ざさ れ た 飛行 場 。 立 
ち 並 ぶ 照明 の 光 を 鈍く 照り 

が ら 、 巨大 な 輸送 機 
日 本 へ 向かっ て 飛び 立 と 

うと し て いた 

で は ヒカリ が 楽し げに 
当 作り を し 、 ま た トウ ジ 

こ か を 振り 切る か の よ 

始業 前 の 教室 。 パイ ロッ ト の 件 を 断ら れ た ケン ス 
ケ が 意気 消沈 し て いる と ころ へ 、 ア スカ が 不機嫌 そ 
うに 登校 し て きた 。 「 先 に 出 た の に 、 ず いぶ ん 遅かっ 
た じゃ な い 」。 シ ンジ が 問う て も 無視 する アス カ 。 だ 
が 、 ト ウジ が 「 な ん や 。 今日 は 夫婦 喧嘩 は ナシ か い 」 

と 上 の 空 な が ら に か ら か う や 否や 、 ア スカ は カバ ン 

を 乱暴 に 机 に 叩き つけ た 。「 あ ん た た ちの 顔 を 見 た く 
な か っ た だ け よ ! この 3 パカ トリ オ が ! 」 

頼 ケ 

を t 
a 4 
を 松 
す ミ 代 
る サ へ 

ト 移 
に 动 

す 

る 

敬 ア レ 
立 ス ィ 
Wa 2 ト 
全 ジ 

8% i 
ち す 

9 大平 洋 上 

雲海 上 を 3 号機 を 積ん だ 輸送 機 が 進ん で いく 。 や 
が て 前 方 に 大 き な 積乱雲 が 現れ た 。 「 エ クタ 64 よ り ネ 
オ パ ン 400。 前 方 航路 上 に 積乱雲 を 確認 」。 軽い ノイ 
ズ と 共に 輸送 機 か ら 無 線 が 放 た れる 。 返答 は ほとん 
ど 間 を お か ず 返 っ て きた 。「 ネ オ パ ン 400 確 認 。 積 乱 
雲 の 気 圧 状 態 は 問題 な し 。 航 路 変更 せ ず 、 到 着 時 刻 
を 遵守 せよ 」「 エ クタ 64、 了 解 」。 簡潔 な 通信 が 終わ 
り 、 輸 送 機 は 雲 の 中 に 突入 し て いっ た 

太平 洋 の は る か 上 空 を 松代 

輸送 機 。 そ の あと 
うに 小さ な 放電 が 走 

た 。 そ の 背後 に レイ が 静か に 歩み 寄る 。 3 号機 の パイ 

ロッ ト に 選ば れ た こと を アス カ だ け で な く 、 レ イ も 知 

っ て いた の だ 。 ま だ 気づい て いな い の は シン ジ だ け だ 
っ た 。 「 人 の 心配 と は 珍し いな 」「 そ う ? よく わか 
ら な い 」。 ト ウジ は 淡々 と 言葉 を そつ な い だ 。「 お 前 が 
心配 し と ん の は シン ジ や 」。 レ イ は 一 瞬 、 驚 いた 顔 に 

な り 、 す ぐに 「 そ うか も し れ な い 」 と 目 を 伏せ た 

屋上 に た た ず む トウ ジ と レ 還 
イ の 様子 を 、 ヒ カリ が 教室 

か ら 見 上 げ て いる 。 そ 
元 に は 、 渡 せな か っ た 

弁当 が あっ た 
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昼休み が 終わ っ て も ト 

ウジ は 教室 へ 戻ら な い 
地面 に 座り 、 シ ンジ が 転 
校 し て きた と き を 思い 出 
す ト ウジ 。 EVA の 戦闘 の 

せい で 妹 が ケガ を し た あ 

と 、 シ ンジ が EVA の パイ 

ロッ ト だ と 知 
部 り に まかせ > 

使徒 と 
も 知ら ぬ ま ま に 

学校 帰り 、 ヒ カリ は 相談 が ある と アス カ を 誘っ た 。 「 鈴 原 の こ 
と で し ょ ? 」。 当然 の よう に 言う アス カ 。 ヒ カリ の 想い に 気づい 
て な い の は 3 バカ トリ オ く らい で 、 中 で も シン ジ が 一 番 鈍感 だ と 
いう の が アス カ の 言 だ 。 ヒ カリ は トウ ジ が レイ を 好き な の で は な 

いか と 心配 し て いた 
アス カ は そん な バカ な 

莱 牙 老 、 力 强 《 请 合 
っ た 。 「 安 心して 、 ヒ 
カリ 。 そ れ は な いわ 
あの 女 は シン ジ の 1 万 
倍 も 人 と の 付き 合い 、 
知ら な いも の 」。 

量 還 [あれ が 一 番 印 
| 本 世 。 ち まけ に バ 

こ パ NN カ よ 。 人 と の 付 
i 站 有 き 合い 方 、 知ら 

RC | な いも の 」。 アス 

国 国 、 アラ 2 に 
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同じ ころ 、 ヒ カリ が ト 
ウジ を 探し て いた 。「 ま 
だ 来 て な いよ ね 
カ ? 」 と アス カ 
ヒカリ 。 松代 に いる と も 
言え ず 、「 今 日 は 来 な い 
か も ね 」 と ご ま か す アス 
カ 。「 今 日 こそ は と 思っ 
た の に ……」。 ヒ カリ は 
肩 を 落と し 、 「 食 べ る ? 」 
と 弁当 を 掲げ た 

翌日 。 松代 の 第 2 実験 場 で は 、 人 迫る 3 号機 の 起動 実験 に 向け て 
着 々 と 準備 が 進め られ て いた 。「 こ れ だ と 即 、 実戦 も 可能 だ わ 」 
デー タ を 取り つつ 言う リツ コ が 、 ミ サト は 気 の な い 様 子 だ っ 

た 。 リ ツ コ が 戒め る よう に 言う 。「 こ の 機体 も 納品 され れ ば 、 あ 
な た の 直轄 部 隊 に 配 
属さ れる の よ 」「EVA 

を 4 機 も 独占 か 
その 気 に な れ ば 、 世界 

を 減 ぼ せる わ ね 」 皮肉 
な 笑み を 浮か べた ミサ 
ト を 、 リ ツ コ は ちら り 
と ね め つ けた 実 

験 
ミサ ト ら 6 4 

指揮 車 て ま 
を 見 守っ て いた で 
が 、 NERV に 不 あ て 

審 感 き 出 し と た 专 、 精 一 杯 
x 冷め の 笑顔 と 共に アス カ 
た 表情 だ っ た に 差し 出す 

WW 

の etetrrraevt ユー EE 

の さき ざき 親 証 宇和 半 癌 rrNIVN. 滞 滞 

時 普 生き 入 こき 
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夜 、 ま だ 不機嫌 そう な アス 
カ に 、 お ず お ず と シン ジ が 聞 

いた 。「3 号 機 誰が 乗る 
の か な 」「 え っ 。 ま だ 聞い て な 
い の ? 」。 驚く アス カ 。 だ が 、 

すぐ に 「 知 ら な い 」 と し ら ば 
っ くれ る 。 そ こ へ ミサ ト か ら 

留守 番 を 任 さ れ た 加持 が 、 風 
呂 か ら 上 が っ て きた 。 ま た ケ 
ンカ を し て る の か と 果 れ る 加 

持 に 、 アス カ は 「 違 うわ よ ! 」 
と 言い っ 返し た 

ジ は 加持 と 居間 で 寝る こと に な っ た 。 父 は どん な 人 か 、 加 持 に 問 2 
う シ ンジ 。 父 の こと を も っ と 知り た か っ た の だ 。 最近 は 少し わか っ て き 

た 気 が す る と いう 彼 に 、 加 持 は 気 が す る だ け だ と 返し た 。 「 人 は 他人 を 完 
全 に は 理解 で き な い 。 自 分 自身 だ っ て 怪し いも の さ 。 100% 理解 し あう 

の は 不可 能 だ よ 。 ま 、 だ か 

そ 人 は 自分 を 、 他 人 を 知 ろ うと 
努力 する 。 …… だ か ら 面 白い ん 

だ な 、 人 生 は 」 「 ミ サト さん と も 
で すか ? 」。 そ う シ ンジ が 誠 ね る 
と 、 加 持 は 男 と 女 の 間 に は 、 海 
より も 広く て 深い 川 が ある と 答 

一 方 、 シ ンジ と ケン スケ は 

屋上 に いた 。 [3 号機 っ て 、 も 
う 日 本 に 到着 し て ん だ ろ ? 」 

と ケン スケ 。「 う ん …… 昨 日 
着い た みた い だ け ど 」 「 い いな 
あ 誰が 乗る の か な ぁ 」 
パイ ロッ ト に な り た か っ た ケ 

ンス ケ は た め 息 を つい た 。 「 ト 
ウジ の ヤツ か な ぁ 。 今日 、 休 

る し な 」。 ケン スケ の ぼや 
シン ジ は 「 ま さか 」 と 

苦笑 する の だ っ た 

いよ いよ 起動 実験 が 開始 され た 。 第 一 次 接続 、 第 二 次 接続 。 実験 は 
問題 な く 進 ん で いく か に 見 えた 。 が 、 絶対 境 界 線 を 突破 し た 直後 、 異 変 
が 起こ る 。 突如 、3 号 機 が 暴走 し は じ め た の だ 。 警報 が 鳴り 響く 中 、 直 
ち に 実験 中 止 を 言い 流す リツ コ 。 即座 に 外部 電源 が 吹き 飛ぶ 。 だ が 、 異 

、 常 は 収まら な か っ た 。 [ダメ で す 
人 機体 内 に 高 エネ ルギー 反応 ! 」。 目 
时 小 2 を 見 張る 職員 た ちの 前 で 3 号機 
が ブル が 拘束 具 を 引き ちぎ ろう と 身 を 
義信 よじ る 。 そ の 背 に 菌 比 の よう に 
が か ね ば つく 糸 が 侵食 し て いる の が 

見 えた 。 3 号機 は いつ の 間 に か 使 
徒 に 寄生 され て いた の だ 

トウ 
ト に 選ば れ た 
は 、 ケ 

開 E ケ E 

始 Y スカ ン 1 

2 8 3 て 12 の 2 3 
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起 渡 x 暴 
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が 
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S* 機 関 を 搭載 し た 

EVA4 号 機 の 起動 実験 と その 代償 

EVA シリ ー ズ の 使徒 に お よ ば 必 能 力 に し て 、 最大 

の ウイ ー ク ポイ ント と な っ て いる の が 、 外 的 な エネ 

ルギー 源 を 必要 と する こと に 起因 する 活動 制限 

内 蔵 電源 の 消耗 の 早 さ 、 ア ン ビ リカ ルケ ー ブ ル に 

よる 行動 範囲 の 限定 で ある 。 この 弱点 を 克服 する 

手段 と し て 期待 され た の が 、 か つて 葛城 博士 が 提唱 

し た 永久 機関 一 S* 機 関 で あっ た 。S* 機 関 は 使徒 の 

動力 源 と も な っ て お り 、 第 4 使徒 の コア が 原形 を 保 

持 し た まま 回 収 さ れ た こと に より 、 その 解明 は 一 気 

に 進む 。 この コア を 元 に NERV ド イツ 支部 が S* 機 関 

の 修復 に 成功 し た こと で 、 人 類 補 完 委員 会 は 、 世 

界 各地 で 建造 中 の EVA シリ ー ズ へ の 8: 機関 実装 を 

推進 する の で あっ た 。 

S* 機 関 の 実用 化 に あたり 、 S* 機 関 の サ ンプ ル は 、 

アメ リカ の NERV 第 2 支部 で 建造 が 進め られ て いた 4 

号機 へ 搭載 され る こと と な る 。 この S* 機 関 の 起動 実 

験 に 成功 すれ ば 、 EVA シリ ー ズ は 名 実 共に 使徒 と 

同等 の 能力 を 有する は ず で あっ た 。 だ が 、 この 起動 

実験 は 失敗 に 終わ り 、 EVA4 号 機 の みな ら ず 、 アメ 

リカ 第 2 支部 の 研究 関連 施設 ご と 消失 する と いう 大 

惨事 を 引き 起こ し て し まう 。 "爆発 "で は な く 、" 消 失 " 

と され る の は 、 監視 衛星 か ら の 観測 の 結果 に よる 。 

爆 心地 か ら 半 径 89km は 、 ディ ラッ ク の 海王 虚数 空 

間 に 飲み 込ま れ た も の と 推察 され て いた 。 す な わ 

ち 、 第 12 使 徒 に よっ て 存在 が 確認 され た 、 一 種 の 

別 次 元 空間 へ 繋が る 空間 回 路 が 、 S* 機 関 の 暴走 に 

よっ て 開か れ 、 4 号機 に 取り 付け られ た S* 機 関 その 

も の が いわ ば 超 小 型 の ブラ ッ ク ホ ー ル の よう な 働き 

を し た と 考え られ た の で ある 。 し か し 、 その 事故 原 

因 は 32,768 通 り が 推測 され 、 さら に 反対 組織 の 妨 

害 の 可能 性 も 捨て きれ ず 、 原因 を 完全 に 特定 する 

こと は 不可 能 で あっ た 。「 実 験 に 失敗 は つき も の 」 と 

も 言う が (この 言葉 は 赤木 リツ コ 博 士 が 不 護 慎 に 

も 事故 の 感想 と し て 漏らし た と され る )、 多大 な 人 的 

被害 を も た らし た の は 、 未知 の テク ノロ ジー を 安易 
に 利用 し た 結果 で も あっ た の だ 。 その 意味 に お い 

て は 、 EVA や 同様 の 危険 を 争 ん で いる と いえ る だ ろ 

う が 皮 肉 に も 、 そう し た 危険 な ブラ ッ ク ボ ックス を 

利用 し な く て は 、 人 類 は 使徒 に 対抗 し 得 な いと い 

う 点 も また 事実 な の で ある 

し S: 機 関 と は 、 葛 城 博 
mNERV ア メリ カ 支 部 国生 PS 

- 永久 機関 で ある 。 また 
看 EVA3 号 机 セカ ンド イン パク ト は 
于 EVA4 号 机 S* 機 問 の 暴走 に よる 

居 デ ィ ラ ッ ク の 海 事故 と の 説 も ある , 

llustratlon by Takuya lo 



| EXPERIMENTALINSTALLATION OF THE SENGINE IN EVA-04 

IEVA4 号 機 S' 機 関 搭載 実験 上 タク ティ クス シー ト 

actics Sheet XPERIMENTAL INSTALLATION OF THE S: ENGINE IN EVA-04 

二 NERV 第 2 支部 消失 と いう 惨事 を 引き 起こ し た S: 機 関 の サ ンプ ル だ が 、 藻 異 的 な 早 さ の 開発 を 可能 と し た の は 、 使 徒 の コア を 入 ンジ 

手 す る 以前 か ら の 基礎 研究 の 積み 重ね に よる も の と も 考え られ る 

「S* 理 論 」 実 証 の た め 、 南極 に て 実験 を 重ね て いた ョ NERV 第 2 支部 消失 まで の S* 機 関 研究 開発 経緯 

葛城 調査 隊 で あっ た が 、 セカ ンド イン パク ト に より 実 

験 は 無 に 帰し た よう に た 。 し か し 、 実験 デー タ は 1 S* 機 関 の 提唱 

回 収 さ れ て お り 、 さ ら に その 15 年 後 、 回 収 さ れ た 使徒 夢 の 水 久 機関 を 実現 す 

の コア より 構造 や 概念 を 人 類 は 手 に 入れ る 。 そし て 、 89 
S: 機 関 の サ ンプ ル を EVA4 号 機 に 搭載 、 起動 実験 が 

ソレ ノイ ド 理 論 

生物 の 遺 

詳細 は 不明 実用 1 

行なわ れ た が 結果 は 大 惨事 に 。 し か し 、 その 技術 は て の 実験 が 南極 で 開始 され た 

脈々 と 受け 継が れ 、 EVA 量産 機 で 実用 化 に 至る 

2 2 S? し PS 
し た 大 惨事 南極 で は 、 葛城 博士 率い る 

用 1 
と の 実験 デー 

持ち 出さ れ で 

リカ 政府 6 

日 本 の NERV 本 
引き 渡す 

2015 年 、 

その 動力 源 (S* 機 関 ) と 目 

まま 回 収 す 

4 NERV 第 2 支部 消失 
機関 の サン ブル は 、 アメ リカ の NE 

れ 、 起動 3 
は 失敗 。 激 

言 ん だ 4 号機 ご 

RV 第 2 支部 

が 行なわ れ 

い 爆 発光 を 残 

径 89km が 蜂 
も 目視 可 

理論 提唱 か うり も の と な # 現 実 の 

初 号機 の S? 機 関 搭載 
EVA4 号 機 へ の S* 機 関 搭載 実験 が 行なわ れ た こと と は 別 ! 

の NERV 本 部 に 配備 され て ! VA 初 号 機 は イレ ギュ ラ 

自 に 8* 機 関 を 組み 込む こと に 成功 し て いる 。 それ は 第 14 使 徒 と の 戦 
闘 の 最 行なわ れ 、 そ の プロ セス も 特殊 っ ざる を 得 な い ,。 
第 14 使 徒 の 攻撃 で 一 度 は 活動 停止 状態 に 追い か 込ま れ た に も 閲 

# 初 号機 は 再起 動 し 、 使徒 を 一 撃 の 下 に 撃破 。 初 号機 は 活 
っ た 使徒 に 接近 し 、 そ の 体 駆 を 捕食 し た の で ある 。 捕食 

箇所 は 使徒 の コア 付近 で あり 、 これ を 見 た 赤木 リツ コ 博士 は 、 そ れ 

が S* 機 関 の 取 り 込み 行動 < 瞬时 て いる 。 だ が この 
動 は 操縦 者 の 意志 で は な く 、 む お し ろ 初 号機 の 本 能 | 一 一 仮 

に 初 号 機 に 自我 が あれ ば 、 と いう 大 前 提 が 必要 で ある が の よう 

この 初 号 機 の S* 機 関 搭載 に 関す る 報告 を 受け た 人 類 

補完 委員 会 は 、 遺 憶 の 意 を 表し た と 

S: 機 関 の 理 論 と その 実用 化 
S: 機 関 (Super Solenoid Engine) と は 、 1999 年 に 葛 : 

ミ 佐 の 父親 ・ 故 葛城 博士 (= 、 永久 機関 に 

と を 指す 。 スー/ 
螺旋 構造 の こと で あり 、 いわ ば 生命 活動 エ 

ょ お うと し て いた と 推察 さ 
現状 で は 、 情報 が 著 し 
\ て は 不明 の S 

を 補充 する こと 的 
に 活動 し 続け る こと の で きる 動力 が 生み 出さ れる こと と な る わ 

け で ある 。 使徒 が 生命 体 と し て も 兵器 と し て も 突出 し 

有 し て いる 理由 と の 8 機関 を エネ ルギー 
な お 、 使徒 が S* 機 関 

な で ボ 中 陸 陳 細 き メー こざ テマ m 
琴 避 矯 昨 屋 山 皿 叶 す 机 

ひと へ ai 

二 寺中 注 宙 好话 。 

に に ぶよ) 

+ 

れ た 第 4 使徒 シャ ムシ エル の コア が 、 奇跡 的 に 原形 を 保っ た ま AEVA 量 産 機 ーー 

と に 起因 する も の と 考え られ る EVA シリ ー ズ の A 

ト た こと か ら S* 機 関 の 実 用 化 と EVA シリ ー ズ へ の 搭載 | -mm フィ ー ル ド は 、 エ 

は 対 合 徒 戦力 補強 と し て は 悲願 で あ 、 使徒 の コア ルギー 面 の 使用 

を リ パ ー ス エン 四 限界 が ある 。 だ が 

ウ に よ で てき * 機 関 は 完成 し の ち に 建造 さ D SS 機関 を 利用 すれ 

は 発生 する は ず の な い 

S* 機 関 を 直接 取り 込 
功 し た 

隊 の 記録 映像 に 
対象 に 人 間 の 遺伝 
ブ 」 と 聞き 取れ る 

あり 、 Sr 機関 と 人 間 
| の 遺伝 子 の 関係 性 が うか が 
える 

S* 機 関 を 取り x 

機 は 凍結 され 
徒 戦 に て て 出没 
き 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D20-18 
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EVA 戦闘 支援 シス テム 

EVA COMBAT SUPPORT SYSTEM 

一 般 的 に シス テム と は 、 個 々  の 要素 が 組み 合わ 

され た まとまり を 持つ 全体 や 体系 の こと を 指す 。 そ 

うい っ た 観点 か ら 見 る な ら ば 、 第 3 新 東京 市 に 設置 

され て いる EVA の 活動 を 支援 する た め の 施 設 、 あ 

る い は 第 3 新 東京 市 は 、 EVA の 行動 一 一 使徒 と の 戦 

闘 一 を 支援 する た め の 「 シ ステ ム 」 と いえ る だ ろ 

3。 

第 3 新 東京 市 に 本 部 を 置く NERV と 、 そ の NERV 

に 向かっ て 侵攻 し て くる 使徒 一 一 両者 の 関連 性 は 、 

明らか に され て いな い (地下 に 保管 され て いる アダ 

ム と され る 物体 を 目指 し て 襲来 する と も 言わ れ て い 

る が 、 こ れ ゃ 真相 は 定か で な い )。 た だ 、NERV が 

存在 する こと に より 、 第 3 新 東京 市 は 戦場 と な る こ 

と を あら かじ め 運 命 づ けら れ て いた こと は 間違い な 

い 。 「 使 徒 に 唯一 対抗 し うる 戦力 は EVA の み 」 と い 

う 認識 ある い は 確信 の も と で EVA を 開発 し て いた 

NERV は 、 国 連 直属 で あり 、 第 3 新 東京 市 の 建造 も 

また 国連 主導 に よる も の で あっ た 。 そ の た め 結 果 的 

に (すべ て が 計画 的 な も の で あっ た と 見 る 向き も あ 

る が ) 、NERV が 所 有する EVA と 第 3 新 東京 市 は よ 

り 密 接 に リン ク す る こと が 可能 と な っ た 。 各種 迎 

撃 兵 装 、EVA に 電力 を 供給 する た め の 電 力 供給 ビ 

ル と ケー ブル 、EVA 用 の 武器 を 収納 し た 兵 装 ビ ル 

等 々  ー 一 対 使徒 戦 用 に 用 意 さ れ た 施設 の 全貌 は 明 

ら か に な っ て いな い が 、 そ れ ら 使徒 迎撃 の た め の 各 

種 施設 の 建造 に より 、 第 3 新 東京 市 は 「 迎 撃 要 密 

都市 」 と 呼称 され る に 至っ た 。 な お 、EVA と その 戦 

闘 支 援 シ ステ ム は 、 一 都市 が 持つ に は 過ぎ た 戦力 

で あっ た た め 、 実際 に 使徒 が 襲来 する まで は 、 「 本 

当 に 使徒 は 第 3 新 東京 市 に 向かっ て くる の か | と い 

う 問 題 も 危 慣 され て いた 。 そ うい っ た 声 が ある 中 で 

な お 、 強 行 に 建造 を 推し 進め られ て きた 事実 か ら 

見 て も 、「 第 3 新 東京 市 が 使徒 と の 決戦 場 と な る 」 
と いう 強い 確信 を 国連 一 ある い は それ ら の 上 位 に 

立つ 者 た ち が 持 っ て いた こと が 窯 え る 。 

ちな み に 各 種 施設 に は 、 同 都市 が 要塞 都市 で あ 

る こと を 認識 させ な いた め の 偽装 が 施さ れ て いた 。 

第 3 新 東京 市 で 暮らす 一 般 人 は 、 使 徒 襲 来 時 に は 

シェ ルター に 避難 させ られ た た め 、 実際 に EVA と 使 

徒 が 交戦 する に いた っ て も な お 、 自 分 の 住む 場所 

の 真 の 姿 を 知ら な いも の が ほとん ど で あ っ た よう だ 。 

EVA 戦闘 支援 

)MBAT SUPPORT SYS 



テク ノロ ジ 

echnology Sheet 

em 

古来 より 城 は 、 戦闘 の た め に 

作ら れ た 拠点 で ある 。 第 3 新 東京 

市 は EVA が 十 二 分 に 力 を 発揮 で 

きる よう に 、 テク ノロ ジー の 粋 を 

結集 し た 21 世 紀 の 城 と いえ よう 。 

対 使徒 戦闘 の た め 偽 装 迎 撃 要 穴 

都市 と し て 作ら れ 、 そ の 名 の 通り 

都市 の 各所 に は 、 EVA の 戦闘 を 

支援 する 上 で 欠か せな い 様 々  な 

施設 が 設置 され て いる 。 それ ら は 攻撃 、 防護 、 補 給 、 

移動 の 各 機 能 か ら 成り 立ち 、 一 見 し て それ と わか ら 

ぬ ぬ よう ビル の 姿 な を ど に カモ フラ ー ジ ュ さ れ て いる 。 各 

役割 と し て 、 ミサ イル 等 の 兵器 で の 攻撃 、 装甲 板 等 

に よる 防御 、 武器 庫 及び 電源 を 供出 する 補給 、 出撃 

及び 回 収 を 行なう 移動 ポイ ント が あり 、 EVA の 運用 

に 貢献 を 果たす 。 これ ら が 都市 内 に 多数 用 意 され 、 

必要 な 支援 が すばやく 受け られ る 仕組 み で ある 。 

EVA が 戦闘 に 入る 際 、 第 3 
新 東京 市 は 戦闘 形態 へ と 
移行 。 重要 施設 を 守る と 
同時 に 、EVA の 支援 を ス 
ムー ズ に 行なう た め の 要 守 

都市 と 化す 。 

英語 さて (y 生 四 加 喘 省 や こく m せき 0X 吾 古 回 表装 器 G 涯 

第 3 使徒 サキ エル の 襲来 
時 、 全 シス テム は 完成 し て 
お ら ず 、 迎撃 シス テム が 完 
成 し た の は 第 13 使 徒 バル 
ディ エル の 問 来 直前 
た 

態勢 
れ 

EVA 戦闘 支援 シス テム 

VA COMBAT SUPPORT SYSTEM 

迎撃 の み に 特 化 し た 第 3 新 東京 市 は 、 使 徒 を 内 部 に 招き 
入れ る こと で 本 領 を 発揮 する 、 要 塞 に し て 栓 。 都市 の 各所 
に 配置 され た 攻撃 面 、 防御 面 、 補 給 面 、 移 動 面 の 各 戦闘 支 
援 シ ステ ム が EVA と の 密接 な 連携 に よっ て 、 迎 撃 と いう 名 
の 狩り 場 と し て 機能 する 

ee 各種 迎撃 兵 装 

使徒 迎撃 用 の 通常 兵器 
| 類 。 普段 、 都 心 部 に お いて 
は ビル 、 都 市 周辺 に お いて 

は 山間 部 や ロー プ ウ ェ イ な ど 
に 偽装 し て いる 。 あく まで 補 
助 的 な も の で 、 通 常 兵器 の 
効か な い 使徒 に 対し て は 主 
に 率 制 や 誘導 に 用 いら れる 。 

は 空 機銃 と し て 機能 する 都 

市 周辺 の 箱根 ロー プ ウ ェ イ 

使徒 迎撃 用 の 施設 
都心 部 だ け で な く 第 3 新 東京 市 の 周辺 に も 迎撃 施設 が 整 

っ て お り 、 箱 根 ロ ー プ ウェ イ の 対空 機銃 、 山 間 部 の ロケ ッ 
ト 砲 、 偽装 ビル の ミサ イル な ど 多 様 な 兵器 が 配置 され て い 
る 。 通常 兵器 の た め 使 徒 に 対し 有効 打 と は な ら な い が 、 火 

力 の 集中 に よっ て 牽制 を 行なう な ど 、 打撃 を 与え る 以外 の 

効果 を 狙う 支援 攻撃 の た め の 施 設 で ある 。 

都心 部 で ミサ イル を 使う と い 
う 迎 撃 都市 な ら で は の 兵 装 
施設 へ の 被害 を 押さ える た め 、 
目標 へ の 誘導 性 能 は か な り 高 

| い の で あろ う 

電力 供給 ビル ・ ケ ー ブ ル 
EVA が 十分 に 戦え る た め の 肝 で ある 施設 。 活動 の た め の 

電力 を 有線 ケー ブル に 頼 る EVA と っ て 、 移 動 秀 囲 が ネッ ク 
で あっ た 。 し か し 、 第 3 新 東京 市 中 に 予備 電源 を 設置 する 
こと で 行動 男 団 は 市 全域 に 広がり 、 随 所 に 配置 する こと で 
ケー ブル 切断 と いう 不足 事態 に も すぐ さま 対処 可能 と いう 
EVA の 活動 を 根本 か ら 支 える シス テム で ある 

使徒 戦 に お いて アン ビリ カ 
7 so ル ・ ケ ー ブ ル の 断線 は 予想 さ 

/ 国 れ 得る アク シ デ ン ト で ある た 
め 、 予 備 ケ ー ブ ル の 設置 は 必 

中 人 7 | 用 WW あぁ っ た 

ee 防御 用 の 装甲 板 

第 3 新 東京 市 及び 都心 部 周辺 に 配置 され た 戦闘 支援 シス テム 
支援 施設 は 随所 に 設け られ 、 都 市 は まさ に " 疹 いと ころ 

に 手 が 届 く " EVA の た め の 箱 庭 と いえ よう 。 た だ し 、 迎 撃 

が 前 提 で ある た め 施 設 の 損傷 も 多く 、 実戦 に お いて の 稼働 
が 十分 で な い 事 態 も 発生 。 完全 に 機能 し 始め た の は 対 使徒 
戦 も 終盤 の 第 13 使 徒 の 襲来 直前 で あっ た の は 皮肉 で ある 。 

使徒 の 攻撃 か ら 身 を 守 
る 防御 用 の 装甲 板 。 その 断 
面 より 戦車 の 複合 装甲 の よ 
うな 構造 と 推測 され る 。 人 
EVA が 特定 位置 に 来る こと 
で 機能 し 、 使 徒 の 攻撃 を こ に | 
れ で 防ぎ つつ 、 装 甲板 の 影 
か ら 銃撃 な ど を 行なえ る 。 

NNT 「 | 
= a 

第 7 使徒 イス ラフ ェ ル と の 再 
戦 に お いて 使わ れ た 。 

ee 電源 及び 兵 装 ビル [37 

EVA の 電源 また は 武器 

が 格納 され た 予備 装備 の 供 

給 ビル 。 本 来 な ら ア ン ビ リ 

カル ・ ケ ー ブ ル に より 活動 可 
能 範囲 が ある EVA だ が 、 移 
動 先 で 電源 を 付け 替え る こ 
と で 動け る 範囲 を 第 3 新 東 

京 市 全土 に 広げ て いる 。 

148 
有線 で 動く EVA に と っ て 最 
も 重要 な 施設 と いえ よう 。 

@ ee 移動 シス テム の 

第 3 新 東京 市 及び ジオ フ 
ロン ト の 各所 に 通じ る EVA 

の 射出 口 及び 回 収 ス ポッ ト 。 
ケイ ジ か ら 速 や か に 目的 地 
へ 送り 出せ る た め 、 予 備 兵 
カカ を 敵 の 背後 に 送る こと や 、 
先手 を 打っ て の 待ち 伏せ 配 リ ニ ァ 

| 置 を 可能 と する 。 に 最短 で 送り 出せ る 施設 

兵 装 ビル 
EVA の 武装 を 収納 し て いる 施設 。 基本 的 に 中 央 作戦 司令 

室 か ら の コン トロ ー ル に よっ て ビル の ロッ ク が 解除 され る よ 
うだ が 、EVA 側 か ら も 必要 に 応じ て 武器 を 得る こと が で き 

る と 思わ れる 。 武器 が 弾 切れ 、 ま た は 破壊 され て し まっ た 

合 で も 、 す ぐさ ま 予 備 の 武器 を 手 に 取る こと が 可能 な の 

で 態勢 の 立て 直し が 容易 。 な お 、 相 手 に 合わ せ て 了 臨機 応変 

に 武器 を 使い 分 ける と いう 戦法 が 可能 で あり 、 戦 い の パ リ 
エー ショ ン を 増やす 利点 を 持つ 

| 
武器 の 受け 取り が 可能 に な っ 
た 際 、EVA の 兵器 管制 シス テ 
ム と 連動 し て 施設 の 位置 を パ 

《 ト イロ ッ ト に 示し て くれ る 仕組 
。 。 み と な っ て いる 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva. ⑨GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D20-20 
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南極 点 を 中 心 と する 地球 最 南 端 の 大 陸 。 こ の 大 陸 有 了 及び 周辺 

の 島 岬 や 海域 な どの 南極 海 を 含む 地方 が 南極 で ある 。 な お 、 

1959 年 の 南極 条約 に よっ て 南緯 60 度 以 南 の 領有 権 は 凍結 

中 。2000 年 9 月 13 日 に セカ ンド イン パク ト が 発生 し 
も ある 。 そ の 影響 で 水 が 融解 し た 結果 海面 が 上 昇 し た 

世界 各地 に 大 き な 被害 を も た らし た 。 こ の 出来 事 に よ 

南極 大 陸自 体 は 消滅 し て し まっ た よう で あり 、 セ カン ドイ 

ン パ クト 後 の 南極 は 紅い 海水 と 塩 の 柱 で 覆 わ れ た 死 の 世界 

と な っ て いる 。 こ の 地 は 完璧 に エリ ア を 特定 し て 大 気 成分 
が 変化 し て お り 、 微 生物 に 至る まで 全て の 生物 が 徹底 的 に 

消滅 し て いる と いう 事実 が 、 国 連 の 調査 団 に よっ て 確認 さ 

れ て いる よう だ 

セカ ンド イン パク ト 後 の 南極 。 科 月 コウ ゾウ は 「 こ れ が 
の 大 陸 と は な 。 見 る 影 も な い ] と 驚き を 隠せ な い ほ どの 変わ り 様 で 

あっ た 

ET 

南極 大 陸 で 2 番目 の 高山 。 な お 、 最 高峰 は エル スワ ー ス 山脈 
の ビン ソン マッ シー フ で ある 。 国連 の 公式 発表 で は セカ ンド 

イン パク ト の 原因 と され る 大 質量 隅 石 は 、 こ の マー カム 山 
に 落下 し た と いう 。 そ の 落下 15 分 前 に メキ シコ の アマ チュ 
ア 天 文学 者 セイ モア ・ ナ ン に よっ て 観測 され た こと に な 

いる が 、 す べ て は 国連 の 情報 操作 に よる 偽 の 情報 で ある 

セカ ンド イン パク ト 爆 心地 の 地下 に 見 られ た 巨大 な 空洞 。 葛 

城 調査 隊 の UNDER GROUND BASE02 は この 場所 に 設け 
られ て いた と 考え られ る 。 ま た 、 国 連 の セカ ンド イン パク ト 
調査 団 の 資 は 南極 大 陸 の スキ ャ ン 画 像 が あり 、 こ の 空 

洞 は コー ド ネ ー ム 「WHITE MOON] と 名 付け られ て いた 
その 調書 に は 、 ジ ャ イア ント イン パク ト 時 に で きた 空洞 で あ 
り 、 表面 は 明らか に 人 工 物 だ と 明記 し て ある 

葛城 調査 隊 は 
に セン トラ ルド 
いう NEHV 本 部 施設 
と 同名 の 施設 を 建設 

島 と も 呼ば れる 南シナ海 に 浮か ぶ 小 さ な 島 々  

それ ぞ れ の 島 は 大 変 小さ く 、 し か も 互い の 距離 は 十 数 km 一 

数 十 km も 離れ て いる た め 居 住地 域 と し て の 価値 は ほとん ど 

な い 。 し か し 海洋 及び 海底 資源 が 見 込め る た め に 、 中 国 、 

台湾 、 ベ トナ ム 、 フ ィ リ ビン 、 マ レー シア 、 ブ ルネ イ 等 が そ 
の 領有 権 を めぐ り 争 っ て お り 、 第 二 次 世界 大 戦中 な ど は 日 

本 も 領有 権 を 主張 し て いた こと が あっ た 。1992 年 、 中 国 と 

ベト ナム 間 で 領有 権 争 い が 発生 し て いる 。 セカ ンド イン バク 

ト 後 の 2003 年 に 起き た 軍事 衝突 は 、 日 本 国 に 戦略 自衛 隊 を 

発足 させ る 要因 と な っ た 。 な お 、 第 1 回 機体 相互 互換 試験 後 

に 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー が 部 屋 で 流し て いた ラジ オ 番 組 

で 南沙 諸島 を 巡っ て の テロ が また 起き た 旨 を 女性 パー 
| ソナ リティ ー が 伝え て お り 、2015 年 に お いて も 争い は 未だ 

絶え て いな いこ と が 分 か る 

一 
@ cATEcOoRY 

南極 調査 船 

セカ ンド イン パク ト の 正式 な 事件 調査 の た め 、 国 連理 事 会 
に より 派遣 され た 船 
っ て この 船 に 乗る こと と な る 。 ゼ ー レ の 人 間 だ け で 調査 団 を 
構成 する に は 世間 的 に 問題 が ある た め 、 形 だ け の 間に合わ 

せ と し て 冬 月 な ど ゼ ー レ 以外 の 人 物 が 招 か れ て いた よう だ 

た だ 冬 月 は 確 ゲ ンド ウ の 思惑 あっ て の 人 選 だ と 考え ら 

船 の 第 2 隔離 施設 に は 、 葛 城 調査 隊 唯 一 の 生き 残り と し て 連れ 

し た と 思わ れる 葛城 ミサ ト も 乗船 し て いた 

冬 月 コウ ゾウ は 、 何 者 か の 推薦 に よ | 

| ニー ドル 発射 装置 

EVA の 肩 部 パイ ロン に ある マル チ プ ル ・ ウ ェ ボ ン ・ ベ イ に 装 
備 で きる 武装 の ひと つ 。 別名 ニー ドル 射出 装置 、 ニ ー ド ル 
ガン な ど と も 呼ば れる 。 針 状 の 弾丸 を 射出 する 発射 口 は 7 つ 

あり 、 一 射 ご と に 薬 葵 が 排出 され る 仕組 み 。 2 射 14 発 は 最低 

で も 射出 可能 。 射程 距離 は 短く 、 超 近接 戦 に お いて 敵 の 不 

意 を 突く よう に 用 いる 兵器 と 考え られ る 。 第 17 使 徒 タブ リ 
ス 戦 後に 修復 され た EVA 弐号 機 の 右 肩 に 搭載 され て いた 

i に を | 着 中 辣 ) ペー こ 

ドド に | 

SE に 3 と 3 トト イー 

舞 

NP<m は ー で Vy EiaEiind 

| EE 

NERV 本 部 の 技術 局 3 課 に 所 属す る 人 物 。 自 動 販 売 機 が 並 

ぶ 休 憩 所 で 加持 リョ ウジ と 葛城 ミサ ト が 話し て いた 際 の アナ 

ウン ス で 、 開 発 2 課 に 至急 連絡 する よう に 呼び 出し を 受け て 

いた 

| ama 

分 離し た ふた つの コア に 対す る 同時 攻撃 。 分離 ・ 合 体 能力 
を 持つ 第 7 使徒 イス ラフ ェ ル を 残 減 す る た め の 攻 撃 方 法 で あ 

| り 、EVA2 機 に よる ユニ ゾン 攻撃 が 必要 で あっ た 。 そ の た め 

まず 初手 の 攻撃 に より イス ラフ ェ ル を 分 離さ せ 、 2 体 へ 同時 

に ダメ ー ジ を 募 積 し て いく 。 そ れ が 分 離 体 の 許容 量 を 越え 、 

合体 に より 再び 元 り ダ メー ジコ ント ロー ル を 行 な お うと 

する 瞬間 、 分 離 中 の ふた つの コア を 同時 に 過重 攻撃 し て 破 

壊す る と いう 作戦 が 執 ら れ た 。 な お 、 過 重 と は 負担 が 大 き 

すぎ る と いう 意味 

残 時 間 03:12 秒 

イス ラフ ェ ル 唯一 の 表 点 が 分 離 中 の コア ( 
号機 と 弐号 機 が ユニ ゾン に よる 跳び 忠 り を 
は 成功 を 収め る 

する 攻撃 で あっ た 。 初 
時 に コア へ 決め 、 攻撃 

| sate 

| 人類 補完 が 行なわ れ た と 思しき 「EVA の パイ ロッ ト で は な 
| い 」 確 シン ジ の 可能 性 の 世界 の ひと つ で 、 確 ゲン ドウ が 読 

| 日 付 は 2016 年 9 月 。 中 に は 「 南 極 昭和 基地 

見 学者 に 開放 」 と いう 見 出し が あり その 中 に は 「 ソ 連 基 
地 ] の 名 が ある 。 こ の 世界 で は ソビエト 社会 主義 共和 国連 
邦 が 崩壊 し て いな い の か も し れ な い 。 ま た 、 南 アフ リカ 共和 

国 の 大 統領 選挙 、 常 温 核 融合 の ニュ ー ス が 掲載 され て いる 

は 、 妻 の ユイ か : 
「 新 聞 ば か り 読 ん 

上 ceo 
| 

| 
ES 

第 3 新 東京 市 立 第 壱 中 学校 の クラ ス 。 綾波 レイ 、 シ ンジ 
物流 ・ ア スカ ・ グレ ー、 鈴 原 ト ウジ ら エ ヴァ ン ゲ リオ ン 

操縦 適格 者 が 在籍 し て いる 。 ま た 、 相 田 ケ ンス ケ 、 洞 木 ヒ 

カリ も 同じ クラ ス で あり 、 委 員 長 は ヒカリ が 務め る 。 そ の ほ 

こ て 田 中 、 石 川 と いう 名 が 確認 で きる 。 相 次 ぐ 転 校 
籍 数 は 減っ て お り 、 第 3 使徒 サキ エル 

嘩 来 時 の 戦闘 、 通称 「 第 3 新 東京 市 街 戦 ] また は 「 第 1 次 直 
上 上 会 戦 」 後 、 疎 開 に よっ て さら に 人 数 が 減っ て いる らし い 
な お 、 数 学 の 授業 は 、 何かと セカ ンド イン パク ト の 思い 出 を 

語り た が る 老 教師 が 教鞭 を 執る 。 
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2-A の 全 生 徒 は 、NEHRV に よっ て 集め られ 、 保 護 さ れ て いた EVA 適 | 
格 者 候補 で あり 、 結 果 的 に は 鈴原 トウ ジ が フォ ー ス チル ドレ ン に 選 
抜 され た 

日 本 経済 新聞 

第 3 新 東京 会 の 定例 に 出席 し た 冬 月 コウ ゾウ が 、 電 
車 の 中 で 読ん で いた 。 日 付 は 2015 年 の 金曜 日 。 一 面 の 見 出 
し に は 「 米 国 失 業 率 最悪 に 」 と あり 、 グ ラフ 付き で 特集 さ 
れ て いる 。 な お 、SSTO 内 で 和 ゲ ンド ウ と 同席 し た 男 は 「 失 

業者 アレ ルギー で すか ら ね 、 あ の 国 」 と 評 し て お り 、 グ ラフ 

の 推移 を 見 る に 、 米国 の 失業 率 は か な り 深 刻 な 様子 

いう コラ ム が 掲載 され て いる 

| 日 本 国政 府 

日 本 国 を 統治 する 内 閣 や 中 央 官庁 な どの 統治 機関 の 総称 

政府 の 置か れ た 首都 東京 は セカ ンド イン パク ト 後 に 新型 爆 
弾 で 壊滅 し た た め 、 日 本 臨時 政府 が 発足 。 遷都 に より 長野 

県 松本 市 が 第 2 新 東京 市 と な り 、2015 年 時 日 本 国 の 中 枢 と 
な っ て いる 。 第 二 次 補 都 計画 に より 第 3 新 東京 市 の 建設 が 進 
め ら れ て お り 、 完 成 時 に は こち ら に 移さ れる 予定 に 
る も の と 推測 され る 。 使徒 潤 減 な どの 活動 を 行なう 
本 的 に は NERV に 協力 する 姿勢 を 見 せ で いる よう だ が 、 超 | 
法規 的 に 保護 され た 彼ら の 強権 ぶり に は あま り 良 い 顔 を し て | 
お ら ず 、 関 係 は 良好 で ある と は 言い が むし ろ NERV に 
対し 対抗 心 すら 持っ て いる よう に 思わ れる 。 そ れ は NERV に | 
情報 を 公開 させ る べく 裏 で 法 的 整備 を 進め て いた り 、 日 本 | 
重化学 工業 共同 体 が 開発 し た 人 型 兵 器 J.A. に 関与 し て いた | 

りす る と いう 事実 か ら も 容易 に 見 て 取れ よう 。 し か し 、 結 局 
の と ころ NERV 広 報 部 が 作成 し た 偽 の 情報 を 記者 発表 し た 

り 、 ヤ シマ 作戦 に 全面 協力 し た り と 、NERV の 権限 に よっ 
て 国家 と し て は 協力 的 な 姿勢 を 取ら ざる を 得 な い 。 の ち に 
日 本 国政 府 は 「NERV が 推 し 進め る 人 類 補 完 計画 の 目的 と 
は 、 サ ー ド イン パク ト を 誘発 させ る こと で ある ] と いう 情報 
に 踊ら され 、NERV の 法 的 保護 の 破棄 と 日 本 国政 府 へ の 指 

揮 権 の 移譲 を 意味 する A-801 を 発令 。 戦 略 自衛 隊 1 個 師団 
に より 本 部 施設 の 直接 占拠 を 図っ て いる 。 こ の よう な 強行 

手段 に 出 た の も 、 そ れ ま で いた NERV に 対す る 不信 
感 、 危機 感 に よる 部 分 も あろ う 

指示 を 出し て いた 日 本 国政 府 の 首相 は 、NERV の 直接 占拠 
後 の 跡 地 を 旧東 京 の よう に 20 年 は 封 地 に する つも り で あっ た よう だ 

日 本 国政 府内 務 省 

警察 や 地方 自治 な ど 国 内 行政 を 担う 中 央 官庁 。NERV の 内 
偵 を 行なっ て いた 加持 リョ ウジ が ここ の 調査 部 に 所 属し て い 

る こと か ら 、 課 報 活動 を 担っ て いる 官庁 と 思わ れる 。 な お 、 

内 政 及 び 民 政 の 中 心 省 と し て 明治 に 設置 され た が 、 第 2 次 世 
界 大 戦後 GHQ に よっ て 解体 され て お り 、 何 ら か の 理由 で 復 

活 し た も の と 考え られ る 。 日 本 政府 調査 部 の 女性 も 参照 。 

| 本 工業 同人 

巨大 人 型 自 走 兵器 J.A. (ジェット アロ ー ン ) を 開発 、 建 造 し 
た 団体 。 J.A. の 開発 責任 者 と し て 時 田 シ ロウ が 所 属し て い 
る 。 人 型 兵 器 を 開発 し て EVA に 対抗 し よう と し て いる こと 

や 、NERV を 代表 し て J.A. 完 成 披露 記念 会 を 訪れ た 葛城 ミ 

サト や 赤木 リツ コ へ の 非 友好 的 な 態度 を 見 て も 、NERV と 
いう 機関 に 強い 対抗 心 を 持つ 団体 で ある も の と 考え られ る 

第 28 放 置 下 域 に お いて 行なわ れ た J.A. の 公 試 運転 で は 、 
NERV の 謀略 ( 
を 引き 起こ し そう に な っ た 。 民 間 の 団体 で あり な が ら NERV 

の 極秘 情報 で ある る と され る A.T. フ ィ ー ル ド の 存在 を 知っ て い 
と や 、J.A. の プロ グラ ム を デリ ー ト する 際 に 内 務 省 長官 

許可 を 求め て いる こと な どか ら 、 日 本 国政 府 と の 密接 な 

つなが り を 祥 い 知る こと が で きよ う 

ミサ ト は 「 ウ チ の 利権 に あ : に 連中 」 と 語っ て いた 。NERV 利 権 

の 恩恵 を 受け られ な か っ た 企業 同士 が 手 を 結び 、 日 本 国 の 後ろ 盾 を 

得 て 設立 し 同体 だ と 考え られ る 

| 部 の 性 

日 本 国政 府 の 謀 報 機関 に 所 属す る 人 物 と 思わ れる 。 マ ルド 

ウッ ク 機 関 を 調査 する た め 京都 を 訪れ た 加持 リョ ウジ に 接触 

し た 。 外 見 的 に は 中 年 女性 で 、 一 見 する と 普通 の 主婦 。 マ 
ルド ウゥ ッ ク 機 関 と 繋が る 108 の 企業 の うち 、106 ま で が ダミ 

ー で ある こと を 突き 止め 、 加持 れ た シャ ノン バイ オ と い 

う 外 3 ミカ ル 会 社 も ダミ ー だ と 登記 簿 で 裏付け し て い 

る 。 彼 女 は NERV 本 部 の 内 債 を 仕事 と する 加持 に 、 マ ルド 

ウッ ク に 顔 を 出す の は まず いと 忠告 する た め に 接触 し て きた 。 

また 、 第 8 使徒 サン ダル フォ ン 捕 獲 作 戦 が 展開 され て いる 際 

より 暴走 し 、 が 心 融 解 ひ いて は 放 身 能 汚染 | 

に 、 ロ ー プ ウェ イ の 中 で 加持 と 接触 し て いた 女性 も また 、 謙 
部 の 人 間 で ある と 推測 され る 

て ネコ に 餌 を 与え る 
主婦 らし き 中 年 女性 
彼女 の 手 に 持 
誌 の 内 側 に は 

た 雑 
調査 

は の 登 

本 2 

接触 実験 の 結果 、 精 神 崩 壊 を 来たし た アス カ の 母 、 物 流 ・ 
キョ ウ コ ・ ツ ェ ッ ペリ ン が 娘 だ と 思い 込ん で いた 女の子 の 人 

形 の こと 。 当 の アス カ に 対し て は 「 あ そこ の お 姉ちゃん ] 呼 

ば わり を し た キョ ウ コ は 、 幼 い ア スカ に 深い トラ ウマ を 植え 
つけ た 。 母親 に 自分 の 存在 を 否定 され 、 人 | 自分 の 居 場 

所 を 奪わ れ た 彼女 は 、 周 囲 に 自分 自身 を 認め させ る こと に 

人 一 倍 心 血 を 注ぐ よう に な っ た と 思わ れる 。 無 表情 で 人 形 

じみ た 綾波 レイ を 酷く 嫌う 理由 も 、 こ の 過去 に 依る も の と 

考え られ る 。 た だ 、 人 形 呼 ば わり され た レイ は 、 和 ゲ ンド ウ 

の 人 形 、 道具 で ある こと を 否定 し 、 サ ー ド イン パク ト の 際 に 

自ら の 意志 で 未来 を 委ね る 相手 に 碗 シン ジ を 選ん で いる 。 な 

お 、 ア スカ の 父 は 「 ま る で 人 形 の 親子 だ ] と 精神 を 病 ん だ 

妻 を 鬼 搬 し 、 キ ョ ウ コ の 担当 医 は 「 人 形 は 、 人 間 が 自分 の 

姿 を 模 し て 作っ た も の で すか ら 。 も し 神 が い た と し た ら 、 

我々 は その 人 形 に 過ぎ な い の か も し れ ま せん 」 と 皮肉 げに 語 

っ て いる 。 ま た 、 ア スカ は EVA 弐号 機 を 「 私 の 人 形 ]」 だ と 

言い つつ 、 話 し か ける と いう 行為 を し て いた 

キョ ウ コ は 人 形 を 娘 と し て 

娘 と 認識 する こと な く 自 殺 

アス カ の こと を 本 当 の 

| に シン ニッ ーッ ン チャ ーシュ ー 抜 き 

EVA3 機 に よる 共同 作戦 に より 第 10 使 徒 サ ハク ィ エ ル を 紙 減 

し た 後に 、 葛城 ミサ ト の 秦 り で 綾波 レイ が 注文 し た ラー メ 

ン 。 本来 な ら ば 使徒 工 減 後 の 食事 は EVA 操縦 者 3 は 人 を 連れ 

ミサ ト の 秦 り で ステ ー キ を 食べ る こと に な っ て いた の だ が 、 

レイ が 肉 を 嫌う た め に 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー が 行き 先 を 
と ん こつ ラー メン の 屋台 に 変更 し た 

+ hak ok 

汪 Yx 一 JISo% 关 一 hv 一 

©⑤GAINAX・ カ ラー/Project Eva. ⑤GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 
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| 性 UNITED NATIONS FORCE AIR FORCE 

マ 
v 

メカ ニッ クシ ー ト 

echanic Sheet NITED NATIONS FORCE AIR FORCE 

国連 軍兵 器 

U 二 [ 

国連 軍 が 保有 人 

航空 

第 1 次 世界 大 戦 で 初 投入 され た 航空 機 は 、 第 2 次 只 政和 
世界 大 戦 を 経て 高い 有効 性 を 示し 、 陸上 と 海上 に 2 UN 

並ぶ 戦力 の 一 端 を 担う 兵器 と な っ た 。 世界 中 の 海面 < ーー 
が 上 昇 し 、 陸地 の 占め る 面積 が 少な く な っ た セカ ンド 站 林 Lb ss 

イン パク ト 後に お いて は 、 国連 海軍 の 主力 が 老朽 婚 [0 っ 
で ある 一 方 、 航空 兵器 は 新 機体 が 開発 、 配備 され て の 

いる こと か ら も 、 この 時 代 の 兵器 の 需要 が 推し 量 れ 
よう 。 中 で も 、 限ら れ た 空間 で 運用 で きる 垂直 離 着 

陵 性 能 を 有する 航空 機 が 重宝 され て いる よう だ 。 衛 接 第 

日 本 に お いて は 自衛 隊 が 国連 軍 と し て 機能 し て お 光導 
C 小 使徒 と の 戦闘 に 投入 され て いる 。 特に 航空 自衛 信号 

隊 (Japan Air Self-Defense Force) は 地形 に 左右 を 内 

され ず 偵察 や 敵 の 誘導 な ど で 運用 で き 、 通 常 兵器 が に 守 
効か な い 使徒 に 対し て も 有効 性 を 発揮 。 直接 的 な 戦 光代 
財 以 外 に お いて 、 府中 の 航空 隊 司令 吉 を 中 心 に 和え 人 
NERV の 作戦 遂行 の た め に 尽力 し て いる 。 “自由 

D20-23 
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UNITED NATIONS FORCE AIR FORCE 

機体 下部 に 大 型 ミ サイ ル を 搭載 で きる 爆撃 機 。 

左右 の 翼 に 3 基 ず つ エ ンジ ン を 搭載 する こと で 高い 

航続 能力 を 持つ 。 第 3 使徒 サキ エル 及び EVA 弐号 機 

に 対し て 投入 され た が 、 戦 果 は 皆無 で ある 

大 型 機 が 搭載 する 戦術 

偵察 用 無人 ヘリ 。 

高い 情報 処理 能力 を 備え た 無人 へ ヘリコプター。 機 

体 の 左右 に 4 枚 ブ レー ド の ロー ター を 備え た ツイ ン ロ 

ー タ ー 式 で あり 、 NERV 仕 様 の 機体 も ある 。 無人 の 

た め 人 的 損失 と いう 大 き な リ スク を 回 避 で き 、 危険 

な 場所 に 投入 で きる と いう 利点 が 大 きい 

医療 用 の 救急 へ リ と し て 
使わ れる タイ プ も 存在 

第 13 使 徒 バル ディ エル が 

浅間 山 の 火口 内 に 使徒 
らし い 不 審 な 影 が 発見 さ 

、 空 か ら 電磁 波 を 
照射 し その 反射 波 を 

解析 する 航空 機 SAR に 
よる 調査 も 行なっ て いた 

a 各国 の 軍隊 に より 構 
成 さ れ た 多国 籍 軍 。 空 

2 | 軍 に は 、 重 戦闘 機 な ど 
四 戦 略 自衛 隊 セカ ンド イン パク ト 以 
mWNERV 後 の 最新 鋭 機 が 配備 

され て いる 

ユミ サイ ル の 直撃 を 
受け る EVA 弐号 機 

も 同様 の 機体 を 保有 。 爆撃 可能 な 機体 を 有 す 時 点 で 
に は 専守 防衛 の 原則 が な いこ と が 分 か る 

吵 机 体 全 景 
機体 に 複数 ある 円 形 の 

窪み は 各種 観測 装置 。 光 

学 カ メラ に よる 映像 の 中 

継 に より 、 n* 地 雷 を 受け た 

第 3 使徒 サキ エル の 様子 

を 探る た め 投入 され た 

SSTO 全 景 

語 SSTO の 機内 。 } 
” 軌道 を 経由 する 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 

距離 間 の 移動 に 最適 だ 
が 、 国連 の 要 人 レベ ペル が 
使用 する 乗り 物 で あろ う . 
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LANNING DOCUMENTS 
28 

第 2 3 話 「 人 類 補完 計画 」 

明か され る エヴァ と 「 人 類 補完 

リツ コ と 父親 の 真 の 目的 も 知る 。 

第 2 4 話 「 今 、 契約 の 時 」 

倒れ る レイ 。 

明か され る 彼女 の 秘密 

つい に 目覚 め 、 月 より 飛来 する 最強 の 1 2 使徒 。 

米 大 陸 ご と 蒸発 し て し まう エヴァ 6 号機 。 
その RU a 

キー と か な っ て いる 6 

古代 遺 中 「 ア ルカ 」 を 

擁する 研究 所 。 
1 2 使徒 を 止め る た 

「 人 類 補 完 計画 」 を 破 
その 破壊 を 決意 する 

反対 する 父親 。 
大 办 区 久之 

異な っ た 目的 の た め 

人 間 た ちの ドラ マ | \ 

最終 話 al 

終局 で ある 。 

破壊 され た 研究 所 を 無休 

全て の 謎 と ドラ マ に 決 

ラス ト は 大 団 円 。 が 



PLANNING DOCUMENTS 

企画 書 と 違い 本 編 で は | き は な され て お ら ず 、 実 際 に 
具体 的 な 絵解き が され る の は 、 第 弐拾 参 話 で の リツ コ の 手 に よ 
っ て 暴 か れ た レイ の 出自 と ダミ ー プ ラグ の 秘密 程度 に 止ま る 。 

便 第 

Tt に 3 

S ( 古 単 NN 幼き 本 

4 
8 - 

第 23、 24 話 は 共に 、 本 編 の 核心 へ と 近づく エピ ソー ド が 盛り 込ま れ て いた 。 第 23 話 で は 人 類 補完 計画 

や ゲン ドウ の 真意 、 第 24 話 で は レイ の 秘密 が 明か され る と され て いる 。 また 企画 書 で は 最後 の 使徒 は 第 12 

使徒 と な っ て お り 、 新約 聖書 ヨハ ネ 黙 示 録 に お ける 使徒 の 数 と 同一 に な っ て いた こと が わか る 。 
ak ふ すさ で 呑 札 emm 圧 Scw AT 
Hr「 功 こら 」dtoy 思 へ で 回 Si os 路 得 惑 嘩 導 . 士 9Q% き で さす の 吾 寺 量 導 きき で 重信 

yw or D 

企画 書 で は 、 古代 遺跡 「 ア ルカ 」 と いう 存在 が 研 

究 所 (NERV 本 部 ) 内 に ある こと が 判明 する 流れ と 

な っ て いる が 、 本 編 で は ジオ フロ ント が 太古 より 存 

在 し て いた こと を 示唆 する の み で 、 その 名 称 は 直接 

的 な セリ フ な ど に は 出 て こない 。 ーー 

ゼー レ の 命令 で NERV 本 部 接収 を 試み 
る 戦 自 。 企画 書 に 沿っ た 展開 旧 劇 場 版 で は レイ が リリ ス と 融合 す 

る こと で 人 類 + ド 『 発 動 し た 。 
旧 劇 場 版 に 登場 し た EVA 量 産 機 。 ゼー レ 
四 命 老 受 佬 NERV 本 部 去 着 眶 二 列 。 

は 「 レ イ の た め 研 究 所 に 留 
強い 決意 が 記述 され あ は 加 を 

日 劇場 央 の シン た の 
と 間 弐 E 
も が 号 V 

< い 造 機 A SS シン 
す 送 本 り うり 
法 他 到 
を だ け 2 

^ る 絶 
こ 最 な 
の 強 死 

性 国連 軍 の 攻撃 に よっ て 填 わ 
に な っ た 球状 体 の ジオ フロ ン に 。 性 株 

ト 外 殻 部 。 画面 上 で は 「LI 

UTHS EGe リリ ス の | 。 企画 書 の 第 25 話 、 最 終 話 の 構成 は 、 旧 劇場 版 へ と つなが っ て いる 。 ゲン ドウ の 
不 ， いる 。 

の 導 か 5 する と 、 当 初 ほ 本 。 意志 に 反し [( 研 究 所 ) 破 壊 を 決意 する 国連 上 居 部 」 や 「 破 壊さ れ た 研究 所 を 舞台 
生生 7 失 玉 空 。 に 」 な ど は 旧 劇 場 版 で も 印象 に 残る シー ン で ある 。 また [異な っ た 目的 の た め に 衝 
よう に 想定 きれ で いた よう だ 。 突 ] と いう 文言 は 、 キ ー ル と ゲン ドウ の 対立 や リツ コ の 造反 な ど を 想起 させ る 。 

OP の ラス ト 同 様 シ ンジ 

で 幕 を 閉じ る 。 また 、 レギ 

ュ ラ ー メ ン バ パー の 祝福 も 。 表面 上 は 企画 
書 通り の 「 大 団 円 ] と 取れ な くも な い が . 

その 内 実は 言葉 通り と は 言い が た い 。 

TV 版 最終 話 、 旧 劇 場 版 (第 26 話 ) の サブ タイ トル は 、 どちら も 古典 的 な SF 小説 や SF 映画 の タイ トル か ら 

の 引用 と な っ て いる が 、 企画 書 最終 話 の サブ タイ トル も 同様 に 命名 され て いる こと に も 注目 し た い 。 た だ し 、 

どちら も 全て の 謎 に 決着 が つい た と いえ る 内 容 と は 言い 難く 、 大 団 円 の ラス ト と は な っ て いな い 。 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva. ⑤GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D20-26 
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イメ ー ビ ピ 

ビジ ュ ア ル 的 な 見 せ 場 

使徒 ・ ラ ミエ ル ( 埋 の 天使 ) 
全長 3 0 0 メー トル の 巨体 を 宙 に 浮か せ て 、 第 3 新 東京 市 上 空 に 侵入 し て くる 。 

最大 の 武器 は 、 射程 距離 2 0 キロ を 誇る 、 全 方 位 陽 昌子 ライ フル 。 
その 威力 は 、 一 発 で エヴァ の 装甲 を 買 通 する 。 ち な み に 、 こ れ は ネガ フィ ルム 。 

出撃 準備 中 の 

エヴァ 初 号 機 
操縦 者 は この コッ クビ 

ッ ト シ リン ダー の 奥 か 
ら 操縦 席 へ 乗り 込む 。 
格納 庫 で の エヴァ は 暴 
走 を 押さ える た め に 、 

月 | 両 肩 の 大 型 バ イロ ン を 
層 剛 抜 枯 の ガン トリ ー が 、 
影 前 後 か ら 挟み 込む 形 で 
的 束 =hZwas。 
“A 
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L 

企画 書 29 ペ ー ジ で は 、 イ メー ジ ボ ー ド と 共に エ 外 

ヴァ に お ける 映像 面 で の 見 どこ ろ や 独自 性 に つい て 

記述 され て いる 。 た だ し 、 本 編 で 初 号機 が 見 せる 猟 

奇 的 な 活躍 な ど に つい て は 、 言 及 さ れ て いな い 。 
OP より 。 巨大 を 初 号 機 の 足下 に し た た り 落 ちる 赤 

Ne | い 体液 。 特撮 的 な 巨大 隊 と 得 も 言わ れ ぬ 折 
\ 3 共存 し て いる の も 実は 本 作 の 映像 的 な 特色 

l) 御 講 | 半 過 光 と スト ロボ 効果 を 組 
み 合 わせ た AT. フ ィ ー ル ド の  OP に 登場 する 揺 ら め く 真っ 赤 な 陽炎 の 向 

表現 。 本 作 を 代表 する 特殊 る 初 号機 の ドス 黒い シル エッ ト 。 既存 の ロボ ッ ト アニ メ 
効果 の ひと つ 。 これ も ビジ ュー ーション の 主役 メカ と は 異な る 邪悪 な モン スタ ー の よう 
アル 面 の 見 せ 場 と 言え る な 宰 々 し い 受 囲 気 が 漂 う 

we Yw onD 
に に 3 

き x 層 吾 へ ご すり 一 AV 中 避 き 

这 

,机 二 HAISV 人 二 对 要 普 上 贱 部 rr 诫 团 愉 有 

oemu9rrSdS 

艾 构 国 队 开 过 油 章 测 守 二 千 , 革 必 二 俱 革 赤 辣 赔 石 音 路 普 

な い 。 ラミ エル の ボディ 下部 か ら は 、 垂直 に 伸び る 
ドリ ル 状 の 物体 が 突出 する 。 这 

】 RSSSN :会 a 

の めい レン 

よー ボ 画 語 村 問 吐 9 

EV: (YT 詩 立 车 

ポジ トロ ンス ナイ パー 
の 音 射 攻撃 

で ボディ を 撃破 され い に 2 

で の ラミ エル の 放つ 加 粒 子 砲 に よっ て 、 胸部 装甲 を 一 撃 で 撃 
ち 抜か れる 初 号機 。 企画 書 に お ける ラミ エル の 説明 で も 、「 そ の 威力 
は 、 一 発 で エヴァ の 装甲 を 貴 通 する ] と され で いる 。 

二 4 Fl 
敵 と な る 謎 の 生命 体 三 使徒 に つい て も 、 いく つか 紹介 され て いる 。 

ここ で 最初 に 登場 し て いる の は 、 本 編 に お いて 第 5 使徒 と し て 出現 す アニ 
ラミ な ラミ こ 限 ら ず 、 編 で ら か に の 企画 書 で は 使徒 の 異形 表現 と し て 用 いら れ て いる ネ る ラミ エル で ある 。 ラ ミエ ル に 限ら ず 、 本 編 で は 明らか に は され て い pla od SE 

な い 使 徒 の 名 前 の 意味 が 、 企画 書 に は 記 され て いる の で 興味 深い 。 で シン ジ の ショ ッ ク が 表現 され た 。 

Yw ORD ーーKE 

出撃 準備 中 の エヴァ 初 号 機 

EVA の 操縦 席 は 、 人 間 の 脊髄 に 相当 する 箇所 に 設置 され て いる 。 こ 

の 配置 に 関し て は 、 企画 書 段階 か ら 決 定 し て いた よう だ 。 た だ し 、 まだ 

エン トリ ー プ ラグ と いう 名 称 は 用 いら れ て いな い 。 

に ーー 

で ン 
た 2 

\ = 1 

直 ラ る っ 
ま を 4 
で 挿 EVA の ダメ ー ジ は 、 神経 接続 され て い 
人 -] 上 に も フィ ー ド バッ ク 。 濱田 的 で は な く 設 定 的 に ロボ )] 
AS NT ッ ト の ダメ ー ジ を 操 継 者 も 同時 に 受け る と いう 作品 は 、 
捕る 以前 か ら あ っ た が 、 エヴァ に お ける 語 集 の 選択 や 使用 
来 六 法 は SF 小説 の よう な 科学 的 説得 力 を 感じ させ る 。 
1 
て 
らい エン トリ ー プ ラグ 挿入 の アッ プ , 企画 書 で は [コッ ク ピ ッ 
: トシ リン ダー」 と 呼ば れ て で いる エン トリ ー プ ラグ で ある が 、 

アニ 脊髄 に 組み 込む よう な 形 で コッ ク ピ ッ ト が 存在 する と い 
PLN う コ ン セプト 自体 は 、 イメ ー ジ ボード と 同様 で ある 。 
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